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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

〔４番中岩和子議長席に着く〕 

○議長（中岩和子君） おはようございます。 

 再開に先立ち傍聴者の皆様にお願いいたします。 

 傍聴に際しては、お手元の傍聴券に記載しております傍聴人規則を遵守し、議事の円滑な進

行に御協力いただきますようお願いいたします。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              ９時28分 開議 

○議長（中岩和子君） ただいまから再開します。 

 本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（中岩和子君） 日程第１、一般質問を行います。 

 お手元に配付しております一般質問一覧表のとおり、通告順に従って10番津本議員の一般質

問を許可します。 

 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） おはようございます。 

 10番の津本です。今から一般質問をさせていただきます。 

 まず最初に、もう一度町長にお聞きしたいんですが、１期目の立候補したときの公約につい

てもう一度５点、前のときに言いましたが、言っていただけますでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 大まかに言いますと、財政の問題、観光の問題、産業、少子化、医療・福

祉、防災ということやったと思います。そういう中で、財政も厳しいということで、どうする

かということは今、いろいろな事業を抱えながら財政の問題を取り組んでいるところでござい

ます。 

 観光については、町の産業の柱の一つでありますので、観光の事業としてはいろいろな面で

工夫を凝らしながら進めてきたところでございます。 

 次に、水産でございますけれども、水産についてはですね、その当時は冷蔵庫の問題等につ

いてはなかったわけでございます。そういう中でその当時いろいろな面でマグロのＰＲを重ね

てやっていくということを重点に置いてやってきたところでございます。 

 少子化、教育の問題については、１期目では中学校の医療費の無料化というとかそういうこ

とで支援し、いろいろな面でやってきていると思います。病院については、建設するというこ

とで方向性を見ておりましたけれども、そういう意味では22年になった当時、病院長ともいろ

いろ協議した結果、新しく建てかえるということでやってきておるところでございます。 

 防災については、いろいろな耐震化の問題を取り上げていきたいということで、なかなか庁
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舎の耐震化については今のところどういう方法がいいかというのは建てかえするというてもな

かなかそういう面の資金繰りもできませんので、当然今のところこの状態、もしくは柱にベル

トを巻くという、テレビでもやっていましたけれども、補強できるということが、ある程度の

強度を保てるということもやっておりましたので、そういうところも今検討しているところで

ございます。 

 以上、そういうところをやってきたところでございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そんなことを聞いてないんですけども、時間がもったいないので。 

 ここに５点、こういうふうに書いてあるんです。こんなの持ってないんですか、町長出した

ときに、立候補されたときに。私やったらずっとこういうの、基本で置いときますよ。何でも

そうだけれどもやっぱり初心に返らずです、やるときは。それで、ここで出したことを５つの

約束といって５つの公約を聞いているんです。何も細かいことを聞いてません。だから、的確

に答えてください。それがまず１点です。 

 その中で、もうそやからあえて言いませんが、こういうふうにしてちゃんと町長も多分持っ

てると思いますが、公約の５つ、この大きな柱があるんです。これに基づいて私いろいろ聞き

たいと思っています。前もそうでした。そこで、この間、大型事業の見直しについての決議案

出されましたんですが、これ町政懇談会のときも言われましたが、真摯に受けとめて進める、

こういうふうに言われました。それについて町長は具体的にどう考えておられますか。それを

聞かせてください。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 病院建設に当たっては、９月の議会で経費の節減をするようにと。できる

限りのその辺のことを考慮しながら、財政負担にならないようということで、我々といたしま

してはそのような形で今進めておるところでございます。 

〔10番津本 光君「病院だけじゃないですよね」と呼ぶ〕 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 今の質問で、病院だけの問題じゃないです。ここでかけられた決議は。

その具体的な中身についてどういうふうに真摯に対応されるんか、具体的に答えてください。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 大きな事業で今、計画を皆さんにも見せたと思うんですけれども、当面病

院の建設を実行していくということで、そしてクリーンセンター、冷蔵庫の問題を取り上げ

て、取り組んでいこうということでございます。その辺についてもできる限り、補助金の問題

とか費用の捻出については今苦慮しているところでございますけれども、決めた以上はその辺

の実行をやっていきたいというふうに考えております。 

○議長（中岩和子君） 順番に行きますか。５つを答えていただきますか。 

○１０番（津本 光君） もういいです。 

○議長（中岩和子君） それでは、10番津本君。 
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○１０番（津本 光君） だから、公約も具体的に覚えておられない。 

 ほんで、このクリーンセンターの問題ですが、先日私天満区の総会に行ってきました。傍聴

に行ってきました。天満区の方はこう言っているんです。町長はいいわけに来ただけやない

か。誠実に謝罪することが先決やと。こういうふうにして憤慨されていました。 

 クリーンセンターの問題で具体的に言うてくださいと言ったんです。だから、建設の問題も

含めて、今後どう対処されるのか。それがいっこもないんです、今の話の中で。真摯に向き合

っていくということで言いながら、全然されていないんです。それは町長だけがわかってない

んかどうか知りませんよ。ほかの、課の方は、課長さんはわかっているのかどうかも知らない

けれど、少なくとも町長は、事業を進めていくに当たってはそのぐらいのことを理解しとかな

いかんですよ。 

 このときに、平成19年です。７月に天満区との協定の問題が浮上したときに、町長、あなた

は委員会で議員としてどういうふうに発言されておりますか。それを言うてください。覚えて

たら言うてください。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 当時は当然老朽化しているということについては認識もしていましたし、

そういうことで、建てかえということは計画の中に、やるべきだということは私も承知してい

るところでございます。 

 ただ、今回の計画の中でも５年の延長を今、天満地区のとこにお願いしておるところであり

ます。そのときに先月おわびを区民の話し合いのもとでさせていただきました。そういう中、

どこまでとり方が、私がどこまでやったらいいんか、それが誠心誠意に伝わってないというこ

とが、私は実際上はしっかりと28年３月までということに対しては、なかなかできなかったと

いうことに対する言いわけと言われたらもう言いわけ、とり方によりますけれども、そう言わ

れても仕方がないと。そういう意味では、私の責任のもとで今後もこの事業ということを見直

して、29年、30年の間にクリーンセンターについても進めていければと考えておるところでご

ざいます。具体的にというとそういうところで計画上はつくっておりますので、その辺はその

時期に合わせてやれればと考えております。 

○議長（中岩和子君） 19年の委員会で何をというのをお聞きになったんですけど、それは。 

○町長（寺本眞一君） さっき言うたよ。 

○議長（中岩和子君） いいの、あれで。 

○町長（寺本眞一君） 老朽化の問題も。 

○議長（中岩和子君） それ19年のことでね、そのときに言うたんですね。わかりました。 

 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 町長はそこでこういうふうに述べているんです。私議事録調べてきまし

たので。クリーンセンターのものです。これは課長さん、当時の。なかなか９年といっても十

分時間があるとは思っていないんでと。そして、そのことに対して、できない場合もあるとい

う課長の発言に対して、寺本町長は、委員でとしてこういうふうに言うてるんです。それが織
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り込めたらええけども、織り込めなかった場合に私はかねがね思うのは、行政が約束と実行を

せなんだら、次事業するときに、ほかの事業をやっていくときに理解を得られないやろとそう

思うんですよと。だから、10年なら10年という期限の中で対策を考えていかなんだら、その時

点でいろんな協定内容が書いてあったとしても別としても、今までそれがあったさか皆トラブ

っていろんなことが起きていると。だから、行政は、守ることはしっかりと守っていく、こう

いう原則を言われているんです。これは当然ですよね。だから、今その立場に立って町長に発

言を求めているんです。この経過間違いないですよね。どうぞお願いします。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） その辺については、私就任当時はっきりと、一番先に聞いたのはクリーン

センターの内部機構でどういうふうな形でやっているかということ、当時の副町長が内部でそ

ういう検討委員会をつくって今進めるということを言っておりました。そういうことで、その

内部の検討はどうなっているかということを尋ねたわけでございますけれども、当時何も決ま

っていなかったというのが現状でございます。 

 それでは、そのときに私は部下に言ったのは、約束は約束なんで、できる限りその地点でで

きるような方法、私に残された時間というのはその地点で６年という期間でございました。そ

ういう中でできる限り実行しようということは最大限努力してきたつもりでございます。 

 ただ、言いわけ言いわけと言われますけれども、23年の災害が起きたときにはその分はどう

しても時間経過というものはいたし方がなかったと。そのときに22年就任以来、場所の選定か

ら始まって地元の説明会、いろいろな面で進めていたところでございます。そういう中であの

災害の発生がありました。そういうことで２年おくれ、３年おくれということになっておりま

す。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 不必要なことは答えないでください。時間がほんまに食うだけですか

ら。 

 町長は自分の責任、発言責任、しっかり持ってほしいと思うんです。２期目のときのこれで

す、この中にも病院の問題とクリーンセンターの問題ちゃんとやりますというて書いてるんで

す。だから、今町長が言われていることは、誠実に天満区民と向き合って、彼らから出てきて

る要望をしっかり受けとめてそれをまずやることです。そこを誠実に謝ってやらないと、ここ

で町長自身が言うてるじゃないですか。そこをしっかりやらないといけない。言いわけ要らん

のです。今のいろいろ言うのは言いわけなんです。それを言うんです、みんな。だから、そこ

をしっかり受けとめて、今後天満区民の方との話し合いの中で、もう一遍今度は町長呼ぶとい

うんでこの間言うてましたから、そのときにはしっかり誠実に対応してあげてください。 

 次に、冷凍冷蔵庫の問題ですが、これ町政の懇談会で意見を聞いてたときに、私はあそこの

福祉会館のとこで町長の発言、皆さんの意見を聞いてというふうに私は聞いたんですが、宇久

井のほうの懇談会では、例えば30年からの開設やと、そういう話をされたと聞くんですが、本

意はどちらでしょうか。 
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○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 当時というんかそのときは29年、30年の間に着工して33年までということ

を話ししております。計画上そういうふうにはせざるを得ないという、財源の問題もございま

すし、そういうことで答えてきていると思います。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） この問題もそうなんです。はっきりしたってほしいんです。これ、那智

勝浦町漁業組合の債権問題起こったの、議事録で、私そのときはこっちにおりませんでしたの

で、平成11年、12年です。漁業組合が抱えた債権の問題めぐって担当で相当もめられていま

す。そして、町が３割、県が７割の負担をするということがそこで決まってきました。そし

て、そこで一番大事なのは何かというと、マグロの町としての市場を継続させることが最重要

施策である。したがって、那智勝浦町が事実上運営の市場としていくこと。これが確認されて

いるんです。そして、その議事録を読ませていただいても、そして11年12月ですか、臨時議会

が開かれています。そこにも記録が載っていますが、やはりそういうことです。 

 その当時、町長も委員としてそこにこの漁協問題のほうにおられましたが、この問題、その

とき、どういう立場で対応されましたか、どうぞ。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） その当時私も１年生でありまして、特別委員会に参加しました。そういう

中、マグロの町ということはやっていこうということでございます。ただ、議員おっしゃるよ

うに、私が議員の当時、前向いてこうしていったり、委員長してあるときには冷蔵庫の問題も

取り上げたり、そして市場の問題、市場の今の第３売り場になるんですかね、人工地盤になっ

たところも、ああいうところも委員会の中で発言させていただいたりして、その結果、当時漁

協にしてみてもそういう、市場のつくりかえということができないんで、人工地盤という形で

県にお願いして、そのときの負担がうちのほうが県よりも多いかったと。先ほど、債権につい

ての、11年当時３対７という割合で、今実際上は負担はしてませんけども、債務の保証をして

いるということで当時決まっております。特に委員会というのはじゃあどういうことをやるん

かというと、そういうことが皆さん御理解できてないんじゃないかなと思っております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 議員として活動したのは、私も１年目です。町長もそのとき１年目かど

うか知りませんが。私はやるときにはこうしてひとまず全部調べます、きちんと。そこらでい

いかげんなこと言いません。だから、このときに町長はほとんど発言してないんです。そし

て、12月の議会のときにも賛成に回ってるんです、その議案に対して。その立場はどういう態

度をとられたかと、どういう対応をされたというのはそういうことなんです。細かいことを僕

らいろいろそのとき当時あったことを言われてもわかりません。だから、きちんとそういうと

ころは要点だけ答えてください。 

 だから、この問題も、宇久井のほうでそう言われたんやったらきちんと誠実にそういうこと

で動いているわけですから、今年度は無理としても来年度にかかるとか、そういうことで具体
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的に書いていただきたいと思うんです。そうしないと、例えばこれも熊野新聞でもこう出され

てます。前に施設の完成を祝うということで。ほんで具体的に事業が進み始めてます。 

 それから、この間の議会の一番初日に出された過疎地域の自立促進計画のやつです。この中

にこういうふうに書かれてるんです。漁業は本町の基幹産業であり、90％以上が外来船である

ために市場の活況は勝浦漁港に入港する船の量に大きく左右される。そして、そういう中で漁

業施設では凍結、保管管理において漁業量減少に伴う使用域減少による非効率問題や老朽化問

題があり、現況のまま使用していくことは困難な状況にある、こういうふうに書いてるんで

す。そして、それに対しては、漁業施設においてこの老朽化問題が深刻になっている勝浦漁港

の冷凍保管施設の更新を早期に実施していくと、こういうふうに書いているんです。そした

ら、そういう立場で答えてください。そこが一番大事なんです。それが町長がいろんなことを

出されて見直しをして、そして誠実にやっていきたい、真摯に対応していきたいという中身は

そういうことなんです。そこを町長はいっこもおっしゃらないから、問題が長引くんです。だ

から、そこのところを明確にしてください。どうですか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 言うはやすし行うはがたしという言葉があります。財源の問題とかそうい

うのはあなたたちは、議員にとってはどういうふうにして考えているか、その辺も十分理解の

上で私は事業を進めていかざるを得ない立場でございます。そういう意味で、今言われたよう

なことについては計画を立てておるとおり、そのように進めていければと考えております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 財源の問題と言いますが、町長自身がいろんなところで使い分けしてい

るんです、財源の問題については。あるときは健全だといい、あるときは財政は厳しい、ほん

であるときは財政は破綻する、こういう使い分けを言葉の上ではしてるんです。だから、安易

にそういう財源問題でこちらに責任を振らないでください。これはあなた自身の問題です。 

 次に、私、だからこの漁港の問題早く対応してやらないと、ここにも書いてますように船が

入らなくなったら大変になるんです。基幹産業である限り那智勝浦町の経済、落ち込んできま

す。これは後でもまた聞きますけども、観光客の集客の問題にしてもそうです。当初の予定よ

りも相当落ち込んでます。だから、予定というよりも町長の目標よりもそこまではいってない

です。だから、そういうことも含めて勝浦の地域産業を支えていくためには、このマグロの問

題はここで何遍も書かれているように、しっかりやらないかんのです。そこをその立場に立っ

て町長がやらないと、本当に私は勝浦、大変なときが来ると思います。そこをみんな心配して

いるんです。だから、そこはしっかりと担当者等も含めてやっていただきたいと、こういうふ

うに思います。早期に実現を見るようにしていただきたい。 

 そして次、そのときに私は町長の政治姿勢に対してちょっと問題を感じます。先ほど、８日

に行われた新病院建設に伴って、人工透析の患者との話し合い、この間、町立病院で行われま

した。私もある方から、津本さん聞きに来てよと言われたんで聞きに行きました。私はそこで

は人工透析の方との説明会なので、いろんなことがあったとしても一切口は出しませんでし
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た。静かに聞かせてもらいました。だけども、そこで言われたこと、非常に憤慨する部分があ

るんですが。その当時の熊野新聞に出てます、記事。ここにも書かれていますが、その話し合

いは、町のほうが責任を持って説明責任を果たさなければならなかった、そしてそのときに廃

止の原因についてどういうふうに、何でやということを聞かれたときに、町長はこういうふう

に言われたんです。夕張みたいになるとかいろいろ言われてとかそういうことを口実にされて

るんです。一番私の驚いたのは、議会でも言われなかったと。議会の見直しの意見もあった

と。人の責任に転嫁をする、そういう発言をそこでされてるんです。私これ物すごいびっくり

したんです。 

 そこで、聞きますけど、誰が議会のどこで人工透析がなくなる、そういう報告されたんです

か。聞かせてください。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） うちの皆さんに説明したのは内科、整形、リハ、そして眼科ということを

今回の病院の地域としての役割を担って建設しますというところで、皆さんがそこで何も疑問

に思わなかったというのは私らの説明不足だったかと。 

 委員会というところで、当然そういうことを議論し、我々との意見の調整をしながらそうい

うことを取り上げていただくというのが私は委員会の務めだと思っております、委員会のあり

方だと思っております。そういうところで、何の発言もなしにいきなりそれは知らなかったと

いうのは。議会民主主義の中で、町民の意見を酌み取ってそれを反映するというのも、私は議

会の一つの議員の務めかと思います。そういう意味で、そういうところで言われておれば。た

だ私のほうに入ってくるのは代言を、夕張になるというのは私は一回も夕張になるとは言って

いません。 

〔10番津本 光君「言うてます」と呼ぶ〕 

 なると言われているって、吹聴されてると言うてるだけで、私は夕張にならないようにやっ

ていくということを常々言っております。そういう意味で財政の見直しも十分検討し、その中

で皆さんに言われるのは、破綻するじゃないか破綻するじゃないかと言われながら、この間の

９月でそういう決議案を出されたんでその辺も考慮して十分節減するよう努めてきたところで

ございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） なぜ疑問に思わなかったかというて、これに書いてあることですよ、こ

れ。あなた、町長、自分のときは責任横に置いといて人のときだけこういうこと言うんです

か、今みたいに。 

 ここで、当院は休診中の外科、婦人科はもとより小児科、耳鼻咽喉科を廃止し、新宮市立医

療センターと連携して内科、整形外科、リハビリテーションを中心にした診療科へ再編する、

こう書いてる。そしたら、これ見たら、私が勝手に思ったんだったらいかんから、私、元看護

師長をされた方に聞きました。そしたら、彼女も言うてました。私も人工透析科あると思って

たというて。あの新聞見てびっくりしたと、こう言うてました。誰もそう思うんです。内科が
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あったらそうじゃないですか。ここで人工透析廃止します、そしてこれ言うてから大分たって

いるんです、そうでしょ。大分たってて、この説明会もこれ、町側からやったんですか。患者

から求められてしたわけでしょ。これこそ責任転嫁違うんですか。今の発言でしたら。だか

ら、そこのところをあなた自身がしっかり受けてやらないと、本当にこれ、人の命守ることで

きませんよ。新しい病院になっても。そこを私言うてるんです。 

 もう一度聞きます。ほんで誰がどこで言うたんですか、そのことを。透析がなくなるという

ことを。 

○議長（中岩和子君） 済いません。透析についてはこの通告に入ってないので、その部分の答弁

を控えていただけますか。 

○１０番（津本 光君） わかりました。この問題は私、後で出てきましたんで気になって。なぜ

かといいますと、そしたら私の意見だけ言います。これが決まった後、ある人がもう既に新宮

市の病院に転院をされてるんです。この説明会の後。その方は話を聞いててほんまに私ももう

同情したらということじゃないんですが、その人の立場に立ったときにはほんまにつらい思い

をしました。この説明会受けて、すぐ新宮の病院と連絡とっているんです。その理由は、後に

なって紹介されても遠いところに行かなければならないようになったら困ると言われただけ

で、説明会では串本まで範囲の病院が紹介されておった。そしたら、当然次あかんかったら串

本まで考えるんです、そうでしょ。その範囲にあるわけですから。そこで病床が確保されてい

るとこう説明ですから、その方はそう思った、だから早いうちにせないかん、もう既に何人か

変わられてるそうです。そういうふうにしてこのことが、結局説明会でやられたことが患者

を、私から言えば切り捨てていってるということになるんです。 

 意見ですので。済いません。 

 それで、この患者さん、病院から迎えに来るの６時半やというんです、朝の。６時半やとい

うんです。そしたら私、80の。あ、済いません。 

○議長（中岩和子君） 済いませんね、通告外になってきますので、次へ進めていただけますか。 

○１０番（津本 光君） わかりました。ということで、患者の意見をしっかり聞いて対応してい

ただきたい。後で曽根議員のほうからも質問があると思いますんで、私が聞けなかった分、そ

こで聞いてもらえたらと思いますが。よろしくお願いします。 

 次に、そういうことの中で、町長は安心、それから生きがいのためにということで、高齢者

向けの公約で75歳以上の独居老人への保健師の巡回訪問とかそういったことも月１回実施す

る、こういうようなことも老人医療を守るためということであるわけですが、そういったこと

を１期目のときで公約でされておられます。そして、これをさらに附帯世帯へと広げていくん

ですが、そういったことについては公約の問題でされてますか、今現実に、対応として。これ

公約されてるやつなので、先ほど項目の中には公約の問題は聞いておりますので。町長の範囲

で、わかる範囲で答えてください。 

○議長（中岩和子君） 福祉課長大江君。 

○福祉課長（大江政典君） ただいまの御質問について福祉課のほうから少し御説明させていただ
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きます。 

 高齢者訪問につきましては、平成22年４月から75歳以上のひとり暮らしの高齢者宅を月１回

保健師が訪問して健康状態の把握と食生活の指導等を行う事業を開始いたしました。その後平

成23年度には、同じ高齢者世帯を対象に新規事業として、もしものときに連絡先や服薬名、か

かりつけの医師を記録した緊急時用ヘルプキットの配布事業もあわせて始めさせていただいて

おります。 

 しかしながら、平成23年９月の台風12号災害により被災された方々への戸別訪問や精神的支

援を目的としたほっとサロンを開始いたしました。このことにより、高齢者訪問への対応が難

しくなりました。そこで、以前から独居老人訪問を実施しておりました消防本部に協力を依頼

いたしました。それで、消防本部と福祉課とタイアップして独居老人とあわせて訪問させてい

ただいております。そのデータについては消防と現在共有しており、福祉課におきましては包

括支援センターがデータの管理を行っております。あと、救急要請等がございました場合には

情報の交換を実施し、現在に至っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 私それも福祉課のほうに行って聞きましたので、だけども現実的には

75歳以上の独居老人方面への保健師の巡回訪問、こういったことについて月１回実施するよう

なことは現実に途中で頓挫をしております。そういうことで町長が公約として掲げられたこと

は、私は誠実にやっていただきたいと、このように思うわけです。 

 そこで次、手が出てない状況を乗り越えていくかしっかり考えてほしいわけですが、将来像

についてですが、町長はこの長期計画ですね、この中に将来像で町長自身がどういうふうにテ

ーマとして掲げられているか御存じですか。お聞きします。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 考えているというのは、どこの範囲までを議員のほうが言われているん

か、背景というんか柱の部分については住民協働の推進とか少子・高齢化の推進、産業構造の

変化とか深刻化する環境問題とか自然災害とかそういうところでやっております。基本的に

は、将来像としては「豊かさとやさしさが溢れるまち」、のような形をつくれればと思ってお

ります。その辺についての全文はそこの中に書かれておるとおりでございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） それで結構です。「豊かさとやさしさが溢れるまち」、こういうふうに

書かれています。私も、これずっと大体目を通させていただきましたが、このときに私は、考

えていただきたいのは、本当に優しさがあるまちづくりということで、最近勝浦でもこちらの

ほうでよく言われますが、医療難民、買い物難民の問題が現実に起こってきております。 

 この間、新宮と潮岬間の路線バス、これ廃止になりました。下里から浦神までの予約タクシ

ー、これも実施することになりましたが、このとき地元と何回話し合いをされましたか。そし

て、その話し合いに町長自身も参加しましたか。それお聞きします。 
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○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 新宮潮岬線の廃止に係るということで、現在、予約タクシー

をその区間で運行させていただいております。説明会につきましては移行の際に、浦神、それ

から粉白地区で説明会を行っております。そしてまた、回覧等で広報はさせていただきまし

た。 

 以上でございます。済みません、町長は出席しておりません。担当者のほうで説明会をさせ

ていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 係だけでやってもいいんですよ。そのかわり、係だけで行く場合にはク

ッションが必要です。１回の説明会で、はい終わりという、この間の病院の人工透析の問題の

説明会みたいに、１回だけで終わりというようなことは、これはやめてほしいと思いますが。

このときに、町民の生活に大きな影響を与えるこの事案に対して、町長は町長で行ってなく、

そのかわり先ほども言いましたように係にきちんと任せながら後、調整をするとかということ

ではやってかなければならないと思うんですよ。１回だけの説明会ではもう強行実施になりま

す。 

 串本でも同じ問題が起こっています。このとき、串本町は地元に３回足を運んでいるんで

す。地元に３回。１回目は提案。２回目は地元の意見を聞く。そして、３回目は町の最終提

案。こうしてるんです。こういう段階を踏んでるんです。僕はこれが当たり前だと思うんで

す。なぜかというと路線バスの問題、先ほど言いましたように医療難民、買い物難民、いろん

な問題で生活が大変になります。そこで、このコミュニティーバス、串本は田原の奥まで車入

れてます、町の車を。那智勝浦町は国道で終わりです。だから、料金は串本は区間内であれば

どこから乗っても200円だと。利用者も多いと聞きます。 

 この違い、どう受けとめたらいいんですか。町長に聞きます。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） まず、担当のほうからお答えさせていただきます。 

 串本町では民間の業者さんが路線バスを運行してたわけなんですけども、運行の欠損金に対

する串本町さんの補助負担が年々ふえて町が直営するほうが経費が安くなるということから、

今回大幅にコミュニティーバスの導入になったと聞いております。その時点で路線バスも廃止

されたということでございます。本町におきましては、まだ民間業者の路線バスがありますの

で、今はできるだけこれを活用させていただきまして、また廃止になった路線につきましては

当然利用されている方もおりますので、住民負担をふやさない形で交通手段を確保していきた

いと思っております。 

 もし今後、民間企業のほうの事業のほうの路線が撤退するという場合においては、本町にお

きましても当然本格的なコミュニティーバスの運行を考えていくという必要があると考えてお

ります。 
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 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 最後に今課長のほうから、本格的な広域バスの運行を考えるという話が

あったんでほっとした部分はあるんですが、これも、町長が１期目のときに立候補された政策

のビラの中に、循環バスを早期実現していくというのはあるんです。だから、そういうことで

係任せにしてしまうんじゃなくて、大事なところはポイントを町長が行ってみずから説明する

ぐらいの取り組みをぜひやってほしいなと思うんですが。 

 年金者組合の方が浦神で意見を聞きに回りました。そしたら利用しにくい、これでは対策に

もならないし不便なだけ。優しいまちづくりを考えるならば医療難民、買い物難民を出さない

ために、特に浦神東地区の端っこのほう、あそこら大変です。そこから瀬田まで歩いていくと

いったら大変になる。そして、誰かと約束して乗り合わせていくとなったら余計に大変にな

る、面倒です。だから、そんなんやったらもう利用するのやめとこうと、こういう声が聞かれ

ました。 

 そして、この医療難民、買い物難民の問題は下里の天満地区、宇久井地区のほうにも大変そ

ういう状況があります。したがって、本当に早く町営の巡回バス、こういったものをできる限

り町の隅々まで走らせる、こういう計画をぜひ考えてほしいと思いますが、それはどうでしょ

うか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 先ほどもお話しさせていただいたとおり、今、民間事業者が

路線を走らせております。今はできるだけこれを活用して残していきたいと考えております。

それ以外の、また廃止された分につきましてはできるだけその現状を確保、利用されている方

がおりますので現状を確保したいということで考えてございます。 

 仮に、今後全路線廃止ということになれば串本町みたいな形で定額で200円である程度のと

ころまで奥も入ってやることも考えられますけども、今のところはそこまで至っていない、現

状のある路線を確保していただきまして、できるだけ廃止されたところにつきましても利用者

の便を図っていくという考えでおります。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 高齢化の問題は勝浦だけじゃなくてどこでも大変ですが、だから早急に

対応してください。これは高齢者にとっては死活問題になってきます。早期に対応して、考え

ていただきたい。 

 それから次ですが、ここに先ほど言いましたように町長の政策ビラ、１期目のときです。こ

こで先ほど言ったように医療難民の問題、もう一度言いますが、定期バスの来ない地域に町立

温泉病院行きの循環バスを走らせてというような声とかいろんなやつが出てるんです。だか

ら、それに対して出した以上は誠実に対応していただきたいと、こういうふうに考えます。 

 次に、ビジョンの問題です。今、紹介させていただきましたが、長期総合計画、そのための
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財政計画、この裏づけも必要だと思うんですが、それが当面の必要な予算だけで出されてい

て、あちこちで言われます、今の町の財政は健全ですというようなことはよく言われるんです

が、私、これを計画やるようなことを考えたときに、これは単なる数字のまやかしではない

か、そういうふうに思うんです。何度も言いますが、町役場の建設の、移転の問題、消防署の

移転の問題、そして避難タワーや避難場所の問題、そういったことがこの予算の措置の中には

一切ないんです。めどさえ立っていない。 

 前回の質問で私言わなかったんですが、例えば勝浦認定こども園、今の場所にいつまで置く

つもりなのか。天満保育園も同じです。こども園の問題は、この近い将来、どこにも計画がな

いんです。新宮市はもう既に大浜保育所、あの浜の横に保育所がありましたが、これは移転を

完了してます。小さい幼児を抱えて保育園、こども園で10分、15分でスムーズに移動できる

と、避難できるとお考えですか。町長に聞きます。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） ５分や10分というような時間ではなかなか難しいかと思います。そういう

意味で、我々としても計画に載せてないからやらないということではございません。ただ、そ

のときにいろいろな要素を絡めた上で実施できるんであれば、またその変更も考えて、計画変

更も考えて過疎債の利用方法もやっていかなければと考えております。 

 場所がどこがいいんだと、認定こども園が位置でおって、川関の高台のほうへ持っていくん

だというわけにもいかないかと思うんです。そういう意味では、場所の問題とかいろいろな問

題が絡んできます。そういう意味で、議員がそこまでおっしゃるなら、低価格の土地なりをこ

こだったら十分早急につくれるようなということがあればまた御提言していただければ、こち

らとしても十分にその辺の検討も重ねてまいりたいと思います。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） この問題につきまして、だからそういうときのための防災計画大綱とい

うんですか、そういうことも含めて移転の問題とかというのを検討委員会を持つなりしてきち

んと対応していかないかんと思うんです。 

 私前、防災の問題で言いましたが、串本町はこのくらいの分厚い防災計画を立ててます。私

ここへ来て、これは総務課長にも言うたんですが、ここの防災計画をまだ見たことないです、

ここの。だけど、向こうはこんなごっつい、きょう、冊子も重たいんで持ってきませんでした

が、ごっつい防災大綱出てます。それに基づいてやってるんです。それは最終的にはコンサル

に任せてます。だけども、それには町の職員の手加わってるんです。その結果として出てくる

んです。 

 だけども、那智勝浦町の場合、残念ながら防災大綱もまだまだ出てきていません。それは防

災課が人数が少のうて大変なというような問題もありますが。そういう意味でぜひそういっ

た、検討会を立ち上げるとかというようなことも含めて考えていただきたい。そうしないと保

護者の不安は大きくなってきます。この間行ったらこういうことを言う。早く移転してほしい

の声も出ている、聞きましたが、そのときに説明で申し入れをしたときに、お金がないという
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返事に、ほかに大きなお金かけているのに何でという声が出されてました。これ保護者の不安

はやはり当たり前です。あんな海に近いところにあって。わかば保育園のほうが安全というふ

うにわかっているわけですから。だから、そっちの方が申し込みがふえてきます、当然。だか

ら、そこらのところを、勝浦の将来を担う子供たち、この命を守ること、優先すべき課題だと

思いますので、ぜひ検討委員会を立ち上げるとかということも含めて対応していかないと、た

だ漠然と待ってて、計画の中に終わったら進みませんよ。それを私は言ってるんです。 

 だから、これからの10カ年計画の中でそういうことが一切書かれていない、ほいで財政的な

措置は健全ですと言ったって、必要なものはこれからたくさん出てくるわけです。そういった

ことを全体見ながらやっていかないと、町民の信頼は得られないというふうに私は思います。 

 そして、その中でこの８次総合計画、先ほど読ませていただいて、その将来像について、テ

ーマが先ほど言われました「豊かさとやさしさが溢れるまち」、この計画の作成に当たっては

関係された係の方大変だったと思いますが、私がそこで思うところを少しずつ、少し具体的に

述べていきたいと思います。町長自身は、例えばこれ読んだときに、「豊かさとやさしさが溢

れるまち」というんですけれども、具体的に町長自身は頭の中でどういうふうに描かれるんで

すか。それ聞かせてください。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） できる範囲ということがございます。議員おっしゃるように、全てを満た

してやるんであればどれだけの資金が必要でどれぐらいの財政が負担していかなければならな

いのかというようなことも含めて、長期の中で、今までの長期総合計画の中で100％それを実

施したということもできておりません。 

 今回の計画もそういう中で長期総合計画をつくって、やれるところはその中ででも優先順位

またそれを実施するべきときにはやれるような態勢でその計画をつくっておるわけなんで、全

部計画を実施するんであれば、それじゃ書かなければいいんじゃないかて言うかもわかりませ

んけれども、そういうことじゃなく、我々としてはこういうことも将来的にはやっていきたい

というビジョンを今その中に組み込んで、長期総合計画を作成しているところでございます。 

 防災についても、今度まとめでうちもコンサルなりを頼んでまたそれを仕上げなければなら

ないと考えております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 計画。もう既に勝浦で災害を負ってから何年たってるんですか。だか

ら、そういう話し合いがそれにつけてのあれが具体的に始まってないのが問題なんです。財政

の計画性、先ほど言われますが、それなら10年の間にこうしたいとか、これについてはこの、

ここは今これ考えているから次の手としてはこういうふうに考えたい、優先順序を言うんであ

れば、そういったことも含めて出すべきだと思うんです。それが、あるもの１本だけで絞って

やると、ほかのは何やということになってくるんです。そこをしっかり受けとめて町長は考え

ていただきたい。そういう意味での財政提案をしっかり、何ちゅうてもいろいろな財政出動の

権限は町長が持ってるわけですから。そこをしっかりやってもらわないと、しっかり見て、町
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政の運営に当たって、持っていっていただかないと僕は大変なことになっていくと思います。 

 それで、ここに熊野新聞で、太地町の町長のインタビューがありました。これ読まれまし

た、多分。これ見て私、本当に具体的でびっくりしたんですが、私この三軒町長とも友人の方

で有名なフリーの写真家がいてるんですが、彼は太地町出身です。和田さんといいますが、彼

は、私とは高校は違うんですが高校からの友人です。この間会ったときに、彼は写真家ですか

ら町を被写体として見るんです、勝浦を。そのときに彼はこう言ってました。何年も勝浦に来

るけども、この町は何をしたいかさっぱり見えてこない、こう言うんです。町の変わりようが

わからないわけです、何をしたいんかというのが。これは写真家として町を、全体を被写体と

して見たときに何をしたいんかということが見えてこない。その点、太地はよくわかるとこう

言うてるんです。 

 ここに太地町の将来像が述べられております。非常にわかりやすいです。年をとっても３万

円から３万5,000円で生活できる、暮らせるまちづくり、こう書いてるんです。これ、はっき

りしたビジョンです。要は、これで言っていることは、基礎年金で生活できるまちづくり、こ

れなんです。介護保険の値上げや国保の値上げ、こういったことでこれからの高齢者の生活、

大変になります。これから一層厳しくなる高齢者の問題に、太地町の三軒町長は正面から向き

合おうとしてるんです。それが具体的にこういう数字となってあらわれてきているんです。 

 そこで、質問ですけども、町長に。５万円の年金生活者ですが、保険料などを引かれて３万

5,000円から３万円、私見せてもうたら大体それぐらいだったですね。これ、基礎年金だけの

受給者です。この基礎年金だけの受給者、勝浦にどのくらいいるとつかんでおられますか。町

長わからんかったら総務課でもどこでも結構ですが。はい、どうぞ。 

○議長（中岩和子君） 住民課長玉井君。 

○住民課長（玉井弘史君） お答えいたします。毎年作成しております事務報告の中でも御参照い

ただいたらおわかりになると思いますが、年金の受給者総数は6,474人でございます。そのう

ち新法における老齢基礎年金の方は5,574人ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 津本君。 

○１０番（津本 光君） その中で、基礎年金だけで生活している人、５万円です。これ、640人

です。さらに年間で見て120万円の年金受給者、1,100人です。もちろんそれにプラスして厚生

年金受けてる方もおられますが、年金５万円で生活をできると考えられますか。できないで

す、どう考えたって。その生活できない人たちに追い打ちをかけるのが今回のこの介護保険や

国保税の値上げです。 

 町長自身は例えば自分が生活してて普通に、サラリーマンでも結構です、大体で生活してて

１カ月の生活費、どのぐらいあれば生活できるとお考えですか。高齢者でもいいです。私らみ

たいな者が年金だけ受け取りながら生活してて、一月どのぐらいの生活費が必要かと思われま

すか。大体で結構です。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 
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〔10番津本 光君「わからなかったらわからないでいいです」と呼

ぶ〕 

○町長（寺本眞一君） 私の場合で、食生活だけでいえば私の場合、月に２万円ぐらいでできてい

るかなと思っております。私、酒も飲みませんし、いろんな面で。それはどういうところから

の割り出しかといいますと、月に３回ぐらいＡコープなりスーパーセンターなりに買いに行っ

た金額をもとにしたら大体それぐらいじゃないかなと思っております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 総務省の統計で、家計調査報告というのがあるんですが、またこういっ

たことも一遍、町長見てください。高齢者の２人暮らし、この場合で１カ月の生活費、平均は

社会保障費など全て込みで約27万円と言うてるんです。これ総務省の統計です。私が勝手に言

うてるんではないです。２人の基礎年金、10万円、仮にもらったとしてもこれで生活できるは

ずないです。 

 最近高齢者問題で下流老人という言葉が使われるようになっているのは町長、それが社会問

題となってきてますが御存じですか、下流老人という言葉。どうぞ。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 破産するということかなとは思うんですけれども。我々としては全てがそ

ういうところに公費で賄えるということはできません。それは国の政策なりいろいろな面でそ

れをやっていくべきことであって、我々のところでそれを皆カバーせいというふうな言い方で

はなかなか前へ、解決の問題にならないかと思います。言うのは簡単ではございましょうけど

も、我々としては運営していく上では、行政の立場でそれをしっかりと全体を見ながら進めざ

るを得ないと。幾らでも財源があるわけではございません。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） そんなことはわかってるんです。だけど、この間町長は、このことによ

って財政破綻する言うたんです、町長自身が。こういうことをやると。それは議事録また見て

ください。 

 自己破産に向かっていくよりほかなくなるんです、この方たちは、今破産かなと言いました

が。27万円で金額考えてみてください。60歳で退職して仮に1,000万円もらえます。1,000万円

の貯蓄があったとします。そしたら、65歳まで無年金でいって27万円として何年もちますか。

町長計算してみてください。37カ月です。すなわち３年で、そこからは自己破産に向かうんで

す。そういう老人が今多数ふえてるんです。だから、ここに来る老人たちが今まで安心して老

後の生活できると思ってたというのに、今どんどんどんどん苦しむ人がふえてるんです。これ

をいえば下流老人という形でテレビでも報道されました。 

 次、25条に基づく生活保護を受けてる人だけではなくて、その次に境界層措置というのが、

そういう制度があるんですが、町長御存じですか。町長に聞きます。 

○議長（中岩和子君） 町長。境界層措置。もう一度。 

○１０番（津本 光君） 境界層措置。生活保護の次にある言うんですが。そういうの、制度があ
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るの御存じでしょうか。 

○町長（寺本眞一君） 年金で足らない部分についての補いということかなとは思うんですけれど

も。それはそれなりの大都市部とかそういうところではあろうかと思います。 

○議長（中岩和子君） 10番。 

○１０番（津本 光君） 勝浦でもこれ受けておられる方あります、おります。今現在１人だけで

す、聞きましたら。どういうことかといいますと、介護保険料などの料金が上がったために、

先ほど言いました、町長も言いました、年金生活でできなくなる、生活保護受給者よりも低い

生活を強いられる人、これが出てくるんです、これ上がることによって。ほんで、そのために

その中間にある人、その人たちに措置する制度を境界層措置というんです。 

 しかし、現実にはほとんど。なぜかといいますと、これを受けるためには生活保護の申請を

せないかんのです、生活保護の。生活保護を申請するときに今、ややこしいです。家族の同意

も得ないかんや、いろんなことが出てくるんです。だから、受けたくても受けたくない、受け

られないまたはプライドが許さない、最近はテレビで生活保護バッシングの問題が言われます

んでなかなかそこへ踏み込めないんです、多くの人は。 

 だから、そこのところをしっかり行政側が捉えてやらなければ、本当にこれからの老人の問

題は、先ほど言ったように自己破産に進んでいくよりしょうないんです。そこの認識をどう持

っておられるかということなんです。 

 だから、何かやれというてることを言うてるんじゃないんです。だけども、そういったとこ

ろに光を当ててかないとこの優しいまちづくりできますかということを言うてるんです。そこ

をしっかり町長に考えていただきたい。それで、そういうふうにして申請をしないで生活して

いる人、何ぼもいるわけですが、私はいずれ町長に言いますが、年金者問題で町長が答弁され

たこと、いずれ私持ち出しますよ。だけども、これをきょうは言いません、時間が足りません

ので。そやから、そこのところへしっかり焦点を当てて、町の生活に困っている人たちのため

にもどういう光を当てたらいいかと、しっかりと考えていただきたいと思うんですが。 

 先日、茨城県で老夫婦と孫の３人の方が火事で亡くなりました。この原因は、電気代が払え

ずとめられていた。ろうそくで生活してた。当初は、私も対岸の火事かと思ってたんですが、

そうではない。勝浦でも、人は亡くなってませんが、ろうそくで生活をして火事が起こってる

んです。この間新聞を読んでまして私もこれ見てほんまにつらい思いをしたんですが、こうい

う記事ですよ。勝浦の方で無職の方です。名前は言いません。73歳の方が、窃盗、万引き容疑

で逮捕されました。何を買ったかと言いますと、コンビニエンスストアで発泡酒１本、インス

タントラーメン１個、253円です。これで逮捕されてるんです。こういう現実が、今勝浦で起

こってきてるんです。だから、あなたのそういうぽんと上げたことによって、こういう人たち

はどんどんどんどん生活破壊に進んでいってるんです。私はこれ見たとき、ほんまにショック

受けました。だから、できれば介護保険料も国保税も、僕は以前に戻すべきだと思うんです。

そうしないと、ここの那智勝浦町の高齢者の方は生活が成り立っていきません。私いろんなと

こ行くけど、津本さん大変やということでよく言われます。だから、ここをしっかり考えてい
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きたい。町長は、この間のときも言われた、町民負担は現状に努めますは最初の公約ですよ。

そやけども、さっき言ったように、前回のときは国保税の問題のとき財政が破綻するとまで言

うたんです。だけども、この間ほかの町村は上げてやってるんかって上げてないですよ。うち

だけですよ。これは何かというたら、大きな事業抱えてるからでしょ。だから、それ上げたん

でしょう。これは前のときに議会で僕言うてますよ。一々そこで見なくったって。前の議会で

僕ちゃんと説明してます。ここらで一番高いんです、那智勝浦町が。８万9,000円ぐらいでし

たか。そうですよ。それこの間のとき、具体的な数字を上げて言うてます、ここで。だから、

他の町村が上げずに頑張ってるときに、これは足を引っ張ることになりませんか。おまえのと

こも上げやということになっていきませんか。そして、国がやろうとしてることの先取りとし

か、私はやっぱり考えられないんです。だから、もう一度保険税、介護料これについては、前

に戻すことを考えていただきたい。 

 それで、国保料の引き上げいきますと、生活暮らしもたくさん出てくるわけですから、これ

当然町民の負担増になってきます。そうすると、どこで次出てくるかというたら、公務員はえ

えがなとか公務員給与下げろ、これ現実に出てくるですよね。こういったことは。そうする

と、若者子育て世代のこういった生活、ここにもやっぱり低賃金に影響するんです。そうする

と、地域はさらに経済は落ち込んでいきます。そのことは、やっぱり僕はしっかり認識すべき

だと思うんですよ。先ほどそんなこと言うたらできへんといろいろ言うてましたけど、全国知

事会はこれ国に対して要望出してるんです。知ってますか。どうぞ、町長に。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 今、県は県でそういう弱者対策というんですか、そういうところでは努力

されているところと思っております。 

 先ほど来、介護とか年金とかという国保の問題については、介護保険の運営っていうには法

律上決まっております。それに従って、うちは基金が積み立てで運営できている間は基金を運

用に回し、年度の負担をそこで持っておりました。その基金が、施設とかいろいろな介護の需

要や給付がふえれば基金も底をついてくるということで、これは３年に１回の見直しで、皆さ

んに負担していただくというのがこの介護保険の原則でございます。それが、町が全部負担す

るということはなかなかできないと。それで、国保については、毎年真水で２億数千万円ぐら

いの負担ていうことは、本来国保会計ていうのは独立採算であって、それを今までは上げてこ

なかったんですけれども、ここへ来てどうしてもその負担ていうものは、大きく町の財政を圧

迫するということで、皆さんにそれなりの国保の協議会のところで諮問して、その回答を得て

それを実施しているところでございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 真水の負担というのはどこでもやってるんです。うちはだけがやってる

んちゃうんです。その中で、まずうちが先に足を踏み出してるんです。これ都道府県の知事の

ほうが、知事会でこういうふうに言うてるんですよ。国の都道府県化に対し、加入者の貧困化

と高過ぎる保険料という国保の構造問題を温存して、こういうふうに言うてるんですよ、知事
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会で。それで、都道府県化を推進する国のやり方に対して、わずかばかりの公費投入でのこの

問題は解決しない、こうして１兆円の国保負担増を申し入れをしてるんです。県でもこういう

ことを動きをつくってるんです。大変であれば、町はみんなで力合わせて町長が寄ってやらな

いんですか。私はそのことを非常に思うんです。そして、それを捨てずに一方的に高齢者だけ

に負担をかけていく。このやり方に対して私は言ってるんです。だから、一方でそういう声を

上げて、私たち住民、高齢者の生活を守れということの中で、こういうことを出されてるんや

ったらまだ話はわかります。だけど、そのことも一切触れないで、そして上げることだけは上

げると。そして、そのときの説明が、財政が破綻する、こうですよ。僕はおかしいと思います

よ。それで、ここで言いますが、後期高齢者の医療は黒字なんです、後期高齢者の医療費は。

県段階でも、2014年度の剰余金、これが５億円あります。それ合わせて約30億円黒字抱えてる

んです。一方で、こういう制度が残されたまま、そして大変なところに負担だけを強いる。こ

れが今の国のやり方なんです。そこに目っこ当てて町長も動いていかないと、ただ財政の問題

だけやっていくと、これは全部町民負担に変わっていきます。それで、生活がみんな大変にな

ってきてる、そこをしっかり考えてほしい。こういうふうに言うてるわけです。 

 次、そういったことの中で、子育て支援と中学校給食の問題。こういったことが、私も前の

ときも言ったんですが、給食のほうは新宮市、串本町で既に実施をしております。那智勝浦町

でその計画は考えてないんですか、町長に。 

○議長（中岩和子君） 教育次長下君。 

○教育次長（下 康之君） お答えいたします。 

 中学校の給食にきましては、現在那智勝浦町では実施できておりません。小学校６校のみと

なってございます。そして、現在中学校の給食の実施につきまして、保護者の方のアンケート

をとる準備をしておりまして、年明け３学期中にアンケートを実施し、その集計のもと今後検

討をしていくということで予定を進めております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） それは、教育委員会のほうで何回か聞かせておりますのでよくわかって

おります。だから、先ほど言った長期計画の中に、そういう計画はないのかということも、そ

れも大きな課題なんですよ。これは保育所とも同じで。だから、それを言うてるんです。とこ

ろが、そういったことについては具体的な手がない。私調べたんですが、全国的に見ても中学

校の給食の実施率92.6％です。和歌山県幾つか御存じですか。わからないでしょう、多分。

68.8％です。全国で下から３番目、ワーストスリーですよ、和歌山県は。それで、これ文科省

の調査です。栄養と学力の関係で見ても、学力テストの上位の５県の給食の実施率95から

100％です。全国的に92.6％が実施をしてきてると、こういう状況の中で、子供たちが栄養を

しっかりとらないと十分な睡眠がとれないし、何でもやっぱりいらいらしてきます。そうする

と、やっぱり脳の発育、発達にも影響を与えてきます。僕は、下手すればこういったことは非

行にもつながれない。そういうふうに思ってます。それは、今までの経験上からそう思いま
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す。やはり豊かな栄養が、豊かな人間を育てていくということにもつながっていく。これが、

私は食育だと思うんです。子供の貧困が学力の低下を生むのもこれも事実だし、子供の貧困の

問題は、子育て世代の貧困の問題なんです。子供の貧困だけが勝手にあるんじゃないです。今

は、６人に１人が貧困だというように、子供の貧困率言われてます。だから、そういう意味で

は、この子育て世代に対しての支援の問題として、中学校給食の早期実現。これは絶対急がな

いかんです。急務です。町の苦肉の策だと言いたい、ぜひ早急に対応していきたいと思って、

町長にそういう計画はないのですかとこう聞いてるんです。教育委員会のほうはそういったこ

とはわかりますから、やっぱり自分のとこでやらないかんという気持ちはある。だけども、や

はり予算的な措置があるやろ、最終的には町長の権限にあるわけですから、そういう計画の中

で、そういうことは考えられてないかということを聞きたいんです。どうぞ。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 教育委員会で今答弁したのは、私が教育委員会のほうに指示して、いろい

ろな方法でいろいろなものを考えてみようということを指示した結果、その答えになっておる

わけでございます。何も教育委員会独自でやったわけではございません。私がしっかりと教育

長にもその辺については指示をしております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） それだったら、もっと早急にせい、予算はこうするかというふうにして

提案するのが、僕は町長のトップの姿勢だと思います。それで、この将来像の中に書かれてる

んですが、若者やその世帯の支援、これも触れられております。私はその点では高校卒業まで

の医療費の無料化の問題、それからさらに若者定住、これをさせていくためには、若者世帯へ

の住宅補助の問題、低家賃の住宅に対する支援の問題、こういったことを考えていく必要があ

ると思うんですが、そういったことで、町長自身は具体的な支援策みたいなことを考えておら

れませんか。それちょっと聞かせていただきます。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 議員がおっしゃるとおりでございましょうけれども、我々としては、町全

体を見て運営をしなくてはならないということでございます。そのようにするんであれば、ビ

ル・ゲイツさんみたいのような方が当地域の出身で、いろんなことを協力してくれる人があれ

ば別ですけれども、我々としては小さな財源のもとでしっかりとその辺をやらなければと考え

ております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） だから、言うんです。この将来像の中にやっぱり大きな柱で書かれてる

んです。こういうような大きな柱に書かれることは、できるだけ具体的に取り組んでいただき

たい。このように思うわけです。 

 それで、天満にある雇用促進団地80世帯分あるんですが、今売却の話が出てきています。こ

れ全国的にも大きな問題になってきてます。もし、民間に売却となったときに10年後までは居

住しておられますが、そのままの条件でいきますが、それ以後についてはどうなるかわかって
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おりません。居住者は大変不安を持っています。このことは、町長は御存じですか。雇用促進

団地の問題です。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） 担当課のほうから説明させていただきます。 

 雇用促進住宅につきましては、議員御指摘のとおり平成17年７月に閣議決定により、早期に

譲渡または廃止するということが求められました。それ以降、雇用促進住宅から本町におきま

しても、取得希望がありますかということを担当課建設課のほうへ連絡があり、関係各課と協

議を行いました。結果といたしまして、問題点となる勝浦の宿舎につきましては、昭和42年建

設でございまして、約48年が経過している。さらには、玄関及び台所が極端に狭く、居住スペ

ースいわゆる間取りが小さい。さらには、今後の維持管理費が予想できない、駐車場がない、

バリアフリー化されてない等の問題点がありまして、最終的に昨年、平成26年10月に、雇用促

進住宅に対しまして取得の希望はありませんとの報告を既に行っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） というのが、今の実態なんです。だけど、ここで、80世帯の中でどうい

う世帯構成かわかってもらえますか、20代が17世帯いるんです。30代が８世帯。そして、60代

以上が30世帯おるんです。これだけの方がこれを利用してるんです。だから、ここはいつも満

室です。あいたスペースはないんです。ほぼいつも入ります。この町営住宅も一方であります

が、これでも抽せん待ちの人が多いと聞いております。促進住宅は、入居したときには１万

8,000円です、家賃が。これ魅力ですよね、若い人らにとっては。低所得者の若者にとって

も、これありがたいことだと。３年目から２万1,000円、これでもありがたいです。だから、

そういう若い人や高齢者の方がこれを使ってる。ところが、民間に売られますと串本町では既

に民間への払い下げが決まっています。那智勝浦町のほうは、これぜひしっかり考えて受けと

めてほしいなとは思うんですが、先ほどから財政の問題、財政の問題と言っておりますが、こ

ういったことが具体的に若者の低家賃への支援になっていきます。若い人たちが安心して低家

賃で住める、そういう住居は絶対に必要で、この天満の促進団地の管理人、私の同級生ですが

中学校からの友人です。彼はいつも絶対町が買っていたほうが得やと。ずっと部屋は埋まる

し、改修もされていて家賃収入で黒字でいけると。こういうふうに彼は言ってます。これは、

そのとおりかどうかわかりません。だけども、そういうふうに彼は管理人としても、ここは買

ったほうが絶対得やでとこういうふうに言っておりました。あれで何ぼですか。2,000万円で

すか。そのぐらいの値段です、金額でだったと思いますが、建設課長覚えておられますか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） 当時の雇用促進住宅からの譲渡金額が5,000万円でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） という金額です。だから、やろうと思えばやれないことはない。国体の

前に、私らも町長に申し入れに行きましたが、木戸浦の駐車場を買うときに3,000万円でし
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ょ。だから、若者支援のためにいろんな手だてを講じる、これは必要だということは言われて

るわけですから、ぜひ考えていただきたい。 

 そして、もう時間もだんだん迫ってきましたので、あと15分ほどですが、ことしも、町の幹

部職員がやめられます。今回、町長はその職員がやめられることについては、これまで前回も

そうですが関知をしてないと、こう答えられてきましたが、今もその考えは変わりませんか。

それから、ことしやめる職員に慰留の呼びかけをしましたか。それをお聞きしたいです。 

 もう一つ。私についてこれない者はやめてもらっても結構だという発言で、前回お認めにな

りました。これ撤回する気持ちはありませんか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私は慰留はしております、今回も。しかしながら、やめるという意思のか

たい人には、それはそれで受理せざるを得ないと。本来、私の政策的なものとか私のほうから

見れば、職員に個別なことの圧力とかそういうのは一切かけたことはございません。ただ、私

を好き嫌いであれば、議会と同じように嫌なら嫌ということでやめていくんかと思われますけ

ども、私の５年間と前５年間を比較しますと、私の場合は28人で、前５年の場合は58人やめら

れております。そういうところから見ても、当然その時代は早期退職者というのはあり得るも

のでございます。別に特に私がどうこうという問題やなかろうかと思っております。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 前の町長のときは優遇措置があったんです。だから、これ全国的にやめ

てるんです。何もここだけではありません。全国的にです。私は教員の仲間でもそういう方は

おられました、今やめといたほうが得だという。私は残れと言いましたが、それでもやめた人

おります。それは何かというと、やはり自分が教師としてやってくときにいろんな面で精神的

にやっぱりしんどい、だからもう早くやめたい。こういう思いがあって、優遇措置があるとい

うことを理由にやめてるわけです。 

 最後に、またあといま一つ漏れてるんですが、撤回するつもりはないのかということで、気

持ちがなかったらあとそういうふうに言うてほしいんですが、多分答えられなかったってこと

は気持ちがないんでしょうね。だけど、その発言が問題なんですよ。職員のやる気や意識改革

はできてるということで、町長お考えになってる、これは間違いです。職員のやる気を失って

余計なこと言わないようにして。無言の圧力になるんです、こういう言葉が。ここをわからな

いかんです。だから、職員の皆さんは、やめるときは絶対こんなことがあったからやめるんだ

ということは言いません。当たり前の普通の一般のことを言う。いろいろ家庭の事情があるの

でということでやめられます。この優遇措置、今のやめられる方は優遇措置もありません、何

も。先ほど言いました何年生活できるか、退職した後。こういう話ししたです。これが、早期

退職された方は、１年間で何百万円という金が入ってこなくなるんです。これ生活に直結する

わけです。だから、簡単に、はいやめますとは言えないです。言わないです。そしたら、そこ

は、仮に18万円ほどの、退職してもですよ、65歳からです。生活が厳しいですよ。18万円とし

ても。それ以外無年金ですから。企業年金かけてたらまた別ですけれども。そういうことも考
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えられる。そういうな理由があるんです。そこをしっかり上に立つ者は考えて対応していかな

いと、そして改善すべきところはしっかり手を打っていかないと行政っていうのは、やっぱり

そんなして重要な管理職がいないってことで、大変なんですよ。停滞します、それ前にも言い

ました、私、前のときも。そのときに、一番町政の問題で私気になってるのは臨時職員の問題

です。これワーキングプアという言葉がずっと言われてきましたが、久しいですが、今は官製

ワーキングプアという言葉があることをこれ町長御存じですね。官製ワーキングプアという言

葉。町長に質問です。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 退職勧奨制度についてもお尋ねがございました。職員の新陳

代謝を促進して人事の刷新及び行政効率を向上させるために行われてございます。以前はこれ

の支給率といいますか、勤続年数に別の支給率がよかったわけで、それもだんだんそれが少な

くなってきております。 

〔10番津本 光君「そんなもん聞いてないです」と呼ぶ〕 

 しかしながら、平成27年度から国のほうも早期退職の募集制度を導入してございます。これ

によりまして、100分の３の乗率を掛けた分が加算されております。今でもこの制度は本年度

から本町も採用しております。それと臨時職員さんの関係でございますけれども、臨時職員さ

んにつきましては、正規職員が人事不足等で雇えない場合に雇用する制度でございます。最低

賃金の確保も当然なんですけど、それなりの処遇の配慮は行っているものと考えてございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 10番津本君。 

○１０番（津本 光君） 私は官製ワーキングプアという言葉を御存じですかとこう聞いたんで

す。もうそれ時間がありませんので言いません。官製ワーキングプアというのは、この臨時職

員さんに対して言われてる、簡単に言ったら言葉です。私勝浦へ帰ってからも職員の対応が問

題だということを何度も聞きました。私にも２回ほど経験あります。だけども、これは具体的

に時間がないので言いません。国全体で非正規職員４割とうとう超えてしまったんです。この

非正規職員いわゆる臨時職員を何で使うかという一番の目的は、賃金の節約です。その次に、

仕事の繁閑に対応できるようにということで、これが32.9％もあります。忙しいときは使うけ

ども、要らなくなったらやめてもらいます。この方たちの給料、大体臨時の職員さん12万円か

ら13万円です。保育所の先生でも臨時職員の方たくさんいます。大体５割いるらしいです。聞

きますと、５割いますというふうに言うておられました。正職員と同じ仕事をして、保育所の

方は担任までもされてる方いるんです。その手当、幾らだと思いますか。たったの5,000円で

す、手当が。その上、制度的な待遇の面で、大きな差が臨時職員と正規の職員さんの間も出て

るし、そしてこの制度的な待遇の問題は、那智勝浦町とほかの近隣の町村と見ても大きく勝浦

はおくれております。１つは勝浦の保育所でスタートした保母さん、もし宇久井に転勤になり

ました、通勤になりますね、今までは歩いて帰ってこられたのが通勤になります。この通勤手
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当出ないんですよ、臨時職員さんには。私ここに自治労連が調査した臨時職員の数全部持って

るんですが、この中で一覧表があって制度名たくさん書いてあります。この臨時職員の制度、

忌引休暇の問題、産前産後の問題、それから育児休暇の問題、介護休暇の問題、そういったこ

とを言いますと、この制度で全くやられていないのが那智勝浦町です。隣の太地町、北山村、

ほぼ制度はいろんな通勤手当の問題、介護休暇への一時金のも退職もほぼマルです。やってま

す。那智勝浦町はほとんどバツです。 

 もう一つ驚いたのは、この多くの町民の皆さんは、役場にいる職員さんは全部正職員だと思

っているんです。勝浦の役場によく来るある区長さんからも、津本さんあそこの窓口に座って

いる人あれ全部臨時の職員の人らかと、こう言われたんです。そうなんですよというて。そこ

で一番苦情を真っ先に受けるのは、臨時職員の皆さんなんですよ。そこから正職員の方のほう

に話が行くんです。そこで対応されるわけです。一番つらい窓口におってそういう対応される

んです。その上に待遇が悪い。臨時職員のそういう存在があるということも、町の人たちは余

り知らないです。正職員の皆さん、臨時職員さんへの待遇何とかよくしてやってほしいと思っ

ていても、こんだけ待遇ありますと悪くなって下手をしたら職員同士の間に溝ができてしまい

ますよ。これが一番よくないんです。その影響は誰に出てますか、町民に出てきますよ。対応

悪くなりますよ。つっけんどんになりますよ。ある方言われてました。役場行って聞いたら、

指さされたっちゅうんです。これどこ行ったらいいんですかって言うたら指ぴっと指されたっ

ていう。こういう対応が出てきたっちゅうんです。だから、そこは、私は町民に優しい役場に

していくためにも臨時職員さんへの待遇はぜひやったってほしいと思います。やっぱり職員に

対しては全体の奉仕者として頑張ることをその上に立ってしっかり伝えておいていただきた

い。そして、それがやっぱり職員のやる気にもつながっていくし、町民にも返ってくる、こう

いうふうに思います。 

 時間もありませんので、後ぱっと飛ばしますが、本来はマイナンバー制度の問題もたくさん

聞きたかったんですが、意見だけ言わせてもらいます。 

 その前に、だから町職員の人事院勧告が今回出てると思いますが、そういったことも誠実に

対応してあげてほしいなというふうに思う。それが町民の生活の向上にもつながっていくし、

役場が誰でも来やすい職場づくり、これをやっていくことにもつながっていくと思います。 

 マイナンバー制度の問題で、私物すごい気になることがあるんですが、これを読ませてもら

ったんです、町が発行したやつ。だけど、ここにも書かれていることがちょっと悪いですがえ

えかげんなんです。今考えている途中だとかという言葉がある。これで個人のプライバシー守

られません。私の今マイナンバー制度については、これを利用する者がおる、これに対して利

潤を生みだそうとする者がおる限りは、必ずなくなりません。必ず犯罪につながっていきま

す。それで、このマイナンバーですが、これを強引にやっていきますと、大変なことになって

くる。今全国でこれで裁判が起こってきてます。その裁判で訴えてる人の中には、性的マイノ

リティーと言われて性同一性障害を持ってる方がいるわけです。なぜかといいますと、このマ

イナンバーによって自分のそういったことが、女性であっても男で生きたいという方がおるん
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です、私の教え子にも実はおったんです、私このときショック受けたし彼女にも励まされまし

たが、そういった方が現実におったわけです。だから、何としてもこういった人たちの人権を

守っていくためにもマイナンバー制度を安易に利便性だけで踏み込まないように、ぜひしてい

ただきたい。こういうふうに思います。このマイナンバー制度については、３年間の猶予があ

るということを周知徹底してほしいんです。３年間別に登録しなくてもいいんです。ここのと

ころを周知しっかり徹底していただいて、みんなが安全に生活できるように考えていただきた

い。次に思います。 

 それから最後になるんですが、これはまたいずれ委員会のほうでも時間がありませんので言

っていきたいと思いますが。 

 それから、先ほどの私の教え子の問題で、彼女は女の子で中学校のときは当然女子です。だ

けど今は男性で生きてるんです。これがナンバーによって登録することによって、女であると

いうことが公表されるんです。そういったことを考えたときに、ぜひしっかりと守っていただ

きたい。もう時間ですか。僕の時計でいったらまだ２分ぐらいあるんやけど。 

○議長（中岩和子君） ないです。 

○１０番（津本 光君） ないですか、そうですか。はい、わかりました。 

 では、あと最後に、国体が行われました。 

○議長（中岩和子君） 津本議員、一般質問の終結をよろしくお願いしたいと思います。 

○１０番（津本 光君） もうだめですか。最後にまとめだけ言わせていただけますか。 

○議長（中岩和子君） いえ、もう時間がないので。 

○１０番（津本 光君） それもだめですか。わかりました。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（中岩和子君） 規定の時間になりましたので、津本議員の一般質問を終結します。 

 休憩します。再開11時10分。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              10時59分 休憩 

              11時10分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、５番石橋議員の一般質問を許可します。 

 ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） 私からの一般質問の内容は、長期総合計画の管理を当局はどのようになさ

っているのかということを柱とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 まず初めに、長期総合計画これは地方行政にとりまして非常に大事なものです。全ての計画

の基本となる総合的な指針となるわけなので、計画とは組織で上手に生かせるか否かで、関係

する職員の負担や成果が大きく変わると思います。ですので今回は、計画の内容にもついてで

すが、計画の進め方について少し掘り下げてみたいと思います。今回、なぜ私が計画の進め方
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にも着眼したかということについて少し御説明いたします。今回の12月定例議会の中で、第９

次長期総合計画の原案とも言えます過疎地域自立促進計画の内容が、第８次長期総合計画の内

容と部分によっては余り変わっていないと感じたからです。私たちの声が反映されるんやと非

常に楽しみにしながら町民の皆様は委員として策定に御参加いただきました経緯がございま

す。あれから約５年、当局の計画実行力はいかがだったのでしょうか。きょうはそのあたりを

お伺いしたいと思います。 

 ここで、まず当局からの説明を求めます。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画についてのお尋ねでございます。長期総合計画

につきましては、自治体が策定する自治体全ての計画の基本となる行政運営の総合的な指針と

なるものでございます。 

 現在、第９次の計画を策定をしております。住民調査を行いましてそれをもとにしまして、

長計委員さんの御意見を聞いて、まず基本構想のほうを定め基本計画を策定をいたしまして、

第３回の長計の審議会がこの12月３日に行われたところでございます。 

 今後、12月中にパブリックコメントを通じまして住民の皆さんの御意見をお聞きするように

計画をしております。この第９次の長期総合計画につきましては、３月議会に上程をさせてい

ただきまして議会の議決を得る予定となっております。現在、９次については策定中というこ

とでございます。 

 そしてまた、第８次につきましてどのような形で進めてるかということでございますけど

も、当然町の将来像を決める総合的な指針計画ということで、この５年間やってまいりまし

た。その中にはやはり、過疎対策の自立促進法に基づきます過疎計画につきましても、第８次

を継承したような形で優しさと豊かさがあふれるまちづくりを継承したような形で、基本的な

部分はこしらえてございます。 

 そしてまた、９次の計画につきましても、この計画は新たに３月に諮問されまして、答申さ

れまして、議会の議決も経るわけでございますけども、その後事業につきましては、盛り込ん

でいくべきもの等は議会の議決を経てまた過疎計画のほうへ盛り込ませていただきたいと思っ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） 10年間の基本構想の後半の５年に当たります第８次長期総合計画がちょう

ど今年度までということで、まず１点御質問させていただきます。 

 第８次長期総合計画の目標の達成状況はいかがでありましたでしょうか。御答弁よろしくお

願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 第８次長計のそれぞれの分野の達成状況ということでござい

ますが、重点プロジェクト、この第８次の以前の長計でございますけれども、これの重点プロ
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ジェクトあたりがどういうことをやっていくかということを簡単に示したものであろうかと思

います。この32ページにあるんですけども、この基本計画をやっていくのに当たって重点的に

こういうことからやっていきますということを示しております。その中には、那智勝浦道路の

早期完成を促進しますとか、地籍調査を行いますとかございます。そしてまた、この第１章の

事例ですけどもクリーンセンターの新設を推進しますということで書かれております。ある程

度のものは、道路にいたしましても、事業にいたしましても、それを目標に掲げてやっており

ますので達成できたものもあろうかと思いますし、クリーンセンターはまだ途中の事業となっ

ている事業もございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 以前、長期総合計画審議会に町民から委員として御参加されていた方の一人に、策定後に当

局から進捗の報告が一切ないことが不満であると伝えられたことがありました。もし事実であ

れば、策定後も町民への報告を１年に１回ぐらいはしてあげてほしいと思います。 

 次に移りたいと思います。 

 長期総合計画記載の方向性はとてもよいものだと思います。 

 ここで確認も兼ねさせていただきますが、２つ目の質問です。長期総合計画を実現する役割

を担っている部署の現場責任者はスケジュール立案、実行計画立案、また実行を可能にするス

キル、知識は身につけているのでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画は、町長が最終的にはこれに基づいて施策等も

考えていくものであろうかと思っております。職員につきましては、これを達成するために持

続的な事業等町長にも提案をさせていただきまして、最終的には町全体で決定していくものと

考えてございます。 

 先ほどもお尋ねがありましたけども、委員さんの中にもこの８次をつくったときにも委員に

報告なり何なりがないんじゃないかというふうなことをおっしゃられる方がございました。私

どもも長計の委員さんにつきましてはつくる期間１年間が期間でございまして、それ以降委員

さんじゃありませんので、うちのほうといたしましては報告をさせていただくような形を考え

ていたんですけども、なかなかそういうものができませんでした。町政報告と町長からの資料

を送らせていただくぐらいで報告にかえていたような状況でございます。 

 そしてまた、９次の際にも委員さんからそのようなお話をお伺いしております。これについ

ては何かを考えていかなければならないということで考えております。 

 そして、先ほどのプロジェクトをやってるかどうかを振り返ったり評価をする担当部署はス

キルがあるのかということでございますが、作成に当たりましてはもう企画のほうで作成をし

たものでございます。当然、企画、財政部門、それから各課長等がこれについての業務の評価

をしていかなければならないということでございます。なかなか本町につきましては、評価と
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までいかない面がございます。職員も災害等もありまして、日々の業務の追われているのが現

状でございまして、決算とか予算要求のとき、そしてまた特に人事異動のときなんかでも振り

返るということで考えております。これはやれたけども、これはやれてないということで引き

継ぎ書に記載したりしてございます。本町ではそういう面が若干弱いのかなという議員さんの

御指摘を聞いて思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） それでは、当局のプランを進めていく関係者の方々には、ビジネスプラン

を進めていくに当たっての基本的な進め方、考え方をきちんと持っているということを前提で

お話を進めさせていただきます。 

 通常、長期総合計画には附帯する中期総合計画実行計画、これが長期総合計画策定と同時に

または先行して通常策定が進められるものが一般企業では行われております。当局の中には中

期総合計画や実行計画といったものは、長期総合計画に附帯して存在するのでしょうか。よろ

しくお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 議員さんの通告書の中にもございましたけども、今回過疎地

域の自立促進計画５年間分を、今議会で御可決をいただいてます。これにつきましては、長期

総合計画があって、それからこれからの５年間の事業を上げたものでございますけども。先ほ

どの議員さんもお尋ねでありましたけども、本来事業計画っていうのは長期総合計画に基づい

て本来の事業計画があるべきものでございます。この過疎計画につきましては、過疎の地域の

振興とか過疎債の借り入れのための視点からつくったものでございまして、全てこのようにや

るというものではございません。長期総合計画の中から生まれてくる基本計画、それから実施

計画。過疎の面から見た実施計画の部分に当たってくるものということで、私どものほうは解

釈をしております。ですから、長期総合計画に基づきます本来の事業計画につきましては、財

政シミュレーションもこれに基づいてつくられていくわけでございまして、財政運営について

の検証ということもなされていくものでございます。過疎計画につきましては、この事業計画

のもとで、また先ほど申し上げました地域の自立とか財源の確保、過疎の借り入れのためにつ

くるものとして考えてございます。 

 事業計画は、より実際に計画されている実施計画に近いものでございまして、過疎計画はや

りたい地域振興とか借りる可能性について事業も計画されてあると。その分を12月に上げたも

んですからちょっと混乱をされてる面もあろうかと思います。この事業計画につきましては、

本町では町長、副町長、教育長、それから総務課、担当課を交えまして事業計画の検討会とい

うものを、毎年、年に数回予算の編成前とかに行っております。それが、そのような部分に当

たるものではないかと思っております。予算計画のために事業計画を策定しまして、随時手直

しをしてございます。シミュレーションのときに提示させていただいております事業計画、こ

ういう事業が何年にやりますよとかというのをイメージしていただければと思っております。 
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 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 次に移りたいと思います。 

 長期総合計画とはもともと大まかに指針が記されている程度のものかと思いますが、それに

しても幾つか疑問を感じた文言がございましたので質問させていただきます。 

 第８次長期総合計画より、農林業は本町の経済を支える柱であると書かれているんですが、

その理由を御説明を求めます。よろしくお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） ありきたりの返答になりますけども、方向性が「豊かさとや

さしさが溢れるまちづくり」ということでございます。那智勝浦町は何よりも農林水産業、そ

して観光もそうなんですけども、基幹産業でございます。その産業の振興というのが、まちの

今後を占ってくいくものと考えてございます。重要な事業であると考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） 済いません。今、農林水産業と観光とおっしゃられましたが、文言には農

林業は本町の経済を支える柱であるとあります。これがなぜそう思われるのかという質問に対

しての御答弁をお願いいたします。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 議員おっしゃるように、農林業の部分について、１番に今うちの主産業て

いうのは観光、２番目に水産という位置づけでございます。その次に、農林業ということが地

域の農業とか林業ていう産業を重要視しているということは、この地域で伸びしろのある企業

誘致云々ていうこともよく言われるんですけれども、それをどう生かしていくかというところ

に、農林業の重要性があろうかと思います。その辺が我々としても、どういう形でそれを実行

できるとか具体的にこれをどうやればっていうことが、なかなか名案も浮かばないところでご

ざいますけれども、いろいろな面で実行する、農業を営んでいただいてる方がこういうことが

いいなというようなことで、我々として支援できることについてはやっていきたいと。そうい

う意味で、今回太田の中学校を改修してそこがどういうバラエティーに富んだ地域の農に対し

てとか林に対してとか、地域の生活に対してどう取り組んでいくかということも、今後、いろ

いろな面で議論を交わしながら、支援できるものは支援していければと考えております。そう

いう意味で、うちのところでは伸びしろのあるのは農林の部分もあるんじゃないかなとそうい

うところで重要視しているところでございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 今の御説明ですと、基本的に政策は受け身であるということですね。それであれば町民との

一方的な報告会ではなく、ちゃんと議論をする機会をこれから数多く設けていただければとい
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うふうに思います。 

 次に移らせていただきます。 

 いま一度、第８次長期総合計画の中より、地域の特性に応じた付加価値の高い産品の開発、

生産を支援しますとあります。実際具体的にというと、難しい面があるかと思いますが、この

あたりは過去５年間で少しでも何か達成されたという実績があれば、御説明をよろしくお願い

します。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えいたします。 

 ちょっと答えになるかどうかわからないんですが。総合計画にも書いてございますとおり、

本町では太田では米あるいはイチゴ、そして色川のお茶といった特産のものをつくってござい

ます。それらについて、観光産業課のほうでもいろいろ補助なりを出すなり、あるいは耕作放

棄地の対策といたしまして、旅館米等を補助させていただきまして施策として行ってございま

す。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 次に、お米のブランド化を図っていますという文言から質問させていただきます。まず商品

をブランド化するというのはどういうことか定義の説明を求めさせていただきます。商品のブ

ランド化っていうのは、全国で言葉だけが広まっていますけども、本来の意味で、ブランド化

というものに対して事業を進めている自治体なりは全国的に見ても少ないものでして、やり方

を間違えると全く違う方向に行ってしまうものです。当局の考えるブランド化というものがど

ういうものか説明をよろしくお願いいたします。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） ブランド化というのは、名前がバック等ブランド製品っていうように、こ

の地域でいろいろな特性を生かした独特のものを農だったら農でやっていこうということで、

あれはいつでしたか、航空写真から得た米のよし悪しの写真が、私どものほうに提供されたと

いうところで、太田の田園地帯で、色づけでいうと青くなったのがよかったんかなと思うんで

すけれども、そういう部分でおいしい米というイメージがそこでわかったわけなんですけれど

も。そういうので、米を中心に太田米という、そのときにも献上米の話からいろいろありまし

たけれども。献上米については、皇室を利用しての宣伝効果というのはなかなか我々としては

できないところでありますし、そういうところでいろいろな方策も考えてまいりました。最近

では、ピロール米というものを有機栽培の中のピロール米が粒も大粒でおいしいという業者さ

んとの委託契約の中でつくられてるというのを聞いておりますけれども。そういうように、地

域独特の高価値、高付加価値の持てるような商品の開発っていうことを我々としてもやってお

るところでございますけれども。何分、地域においてそれがどのような形で具現できるかとい

うことも我々の一つの検討課題というところでございます。くろしおイチゴも元来１億円ぐら
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いの生産高を誇っていたのが、今は4,000万円ぐらい切っておるという状況で、このくろしお

イチゴも一世を風靡したというそういうのもまた復活できるようであれば、そういうところも

手がけてくろしおイチゴというブランドを全国に発信できればと思っております。そういうと

ころを我々も中心に考えて、今後の政策も考えれればと考えております。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 商品のブランド化というものは、まずみんなでブランド化がどんなものかっていうのを意識

を共有する必要が出てきます。実際、事業として、商売として進めていこうとすると、大分こ

の太田の姿から全国を相手にした商圏を広げていこうとすると、それなりの初期投資が出てき

ます。この初期投資が発生するという認識で事業に取り組まれているのかということと、それ

に対しての具体策です。これがどのように、過去５年間進んできたか、この辺を御説明よろし

くお願い申し上げます。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 米一つを例にとって言いますと、太田の休耕田の復活ということで、８月

うちは早場米ということで、８月20日過ぎから新米がとれるようになります。それを全国に先

駆けて、いち早くそのことをＰＲするために、旅館に補助金を出して太田米をこの１カ月の間

に提供していただきたいということで、それがおいしいっていう評価を得れれば、そこを土産

物化するような形もできますし、そういうところをやってきておるわけなんですけれども、な

かなかその辺の土産物化、よそへ行けばペットボトルに入れたのが800円で売ってたり、巾着

袋みたいなのに入れて売っていたり、いろいろそういうことでやっておるようでございますけ

れども、我々としてもそういうところもいろいろと参考にしながら検討したんですけれども、

なかなかそこまでの実効性はなかったということでありました。 

 今後もそういうことも含めて、みんなと共有できて頑張れるようなところは支援していけれ

ばと思っております。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） 御答弁ありがとうございます。これからもその筋でよろしくお願い申し上

げます。 

 じゃあ、次に移らせていただきます。 

 ちょうど現在改修工事を進められております道の駅「なち」の件についてですが、今新設中

のボイラーの燃料の仕様はなんでしょうか。重油仕様とか灯油仕様とか、どちらかを教えてい

ただきたいと思います。お願いします。 

○議長（中岩和子君） 観光課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 燃料のほうですけども、今度の新しいボイラーにつきましては灯油でございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 
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○５番（石橋徹央君） 私の見解ですけども、恐縮ですが重油仕様のほうがランニングコストがか

からないような気がするんですけども、灯油仕様を選定された理由はいかがなものでしょう

か、お願いします。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 確かに燃料だけでとりますと、灯油よりも重油のほうが安価ではあるかとは思うんですけど

も、ボイラー的に言いますと、重油でやりますと機械がもたないということがございまして、

灯油のほうがばい煙なりのかすがたまらないということで、そしてまた小さな灯油のボイラー

を３基設置することによりまして、さらに長寿命化をするものでございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 次に、那智勝浦町自立促進計画より、こちらの中身から策定（予定）の総合戦略についてと

いう欄があります。基本目標１から５までありまして、とてもよい目標だと思います。こちら

が、総合戦略という戦略という言葉が使われているんですけども、基本目標５つを実現するに

対しての戦術、具体策になります。これはどういったものでされようとしているのか、お尋ね

したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 過疎計画のほうにも、この９ページのところに長期総合計画

と同じような形で総合戦略の項目も書かせていただいております。 

 総合戦略につきましては、現在策定を進めているものでございまして、国も総合戦略があり

まして、県もあって、市町村の総合戦略もあります。それぞれ基本目標につきましては、国、

県の流れを引き継いできて、そしてさらに地域の特殊性みたいなものを加味されております。

考え方としては、基本的には同じです。ひと・まち・しごとというふうな形で構成をされてお

ります。 

 今、総合戦略のほうなんですけども、現在策定中でございまして、当初は10月末までに作成

する予定であったんですけども、調整等が若干おくれまして、今、年度末ということで考えて

ございます。総合戦略につきましては、人口減少、それから地域の創生を達成するためにそれ

ぞれの分野につきます実践的な計画となってございます。現在作成中ということで御理解をい

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。引き続き実現に向けてよろしくお願いをします。 

 次に移ります。 

 農業を魅力ある産業にするという文言がありますが、当局の考える魅力ある農業というもの

がどういうものか御説明を求めます。よろしくお願いします。 
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○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 魅力ある農業ということで、先ほどから答弁させていただいている各地域を生かした米なり

イチゴなりお茶なりの特産物を生かして、そしてまた販路を拡大するような格好をして、魅力

を地域から各地に出していくというようなことでございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。 

 最後の那智勝浦町過疎地域自立促進計画の中から、最後に質問させていただきます。 

 今、問題になっております透析の設備がという話、これは委員会や当局のほうで精いっぱい

されてると思いますので、内容については余りこちらでは触れませんが、医療の確保の方針と

いう欄の中に、とりわけ保健・福祉・医療のそれぞれが相互に連携し、町民の健康を守ること

は、生活基盤の構築には必須条件であるとあります。実際、病院が稼働して存続できていける

ように収支の計算をバランスをとっていくということが非常に簡単ではないことの中ではござ

いますけども、現在温泉病院のほうで透析のお世話になっている患者さんのケア、特に新病院

の中に設備を設けることが最終的にもしできなかったとしても、何かしらのケアの具体策もス

ピードを持って対応していただけたらと、このように強く要望させていただきます。その辺

で、緊急的な対策等、もし検討中のものでも構いませんので、あれば少しそのあたりの御説明

をお願いいたします。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 現在、先日の特別委員会においても透析患者さんの説明会についてお話をさせていただいた

んですけども、その中で現在透析の患者さんの皆さんにつきましては、新病院のほうでは透析

部門を廃止させていただくということ、それとこの新病院までの２年間の間に転院等の手続を

御協力させていただくことをお伝えさせていただいております。そのほかのことについては、

まだ何も検討をしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ５番石橋君。 

○５番（石橋徹央君） ありがとうございます。町民の方々はこの先行きの見えない中で大分不安

な気持ちを抱えていらっしゃいます。どうかよろしくお願いいたします。 

 これまで長期総合計画の管理の仕方や具体策を質問させていただきましたけども、指標で管

理してるということは答弁の中にはありませんでしたので、ぜひ中期総合計画を策定されてみ

てはどうかと思います。策定方法においては、長期総合計画が大きな指針であるに対して、中

期総合計画というのはもう少しだけ具体的にした内容となっておりまして、見直しの期間も３

年に１回というのが一般的でございます。 

 私からの提案ですけども、中期総合計画というのは、地方行政が行うんであれば大きく町民
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サービスと経済面の２つの柱に分けて進められたらいいかと思います。町民サービス、町政、

政治というカテゴリーに、私の思うところでしたら福祉、教育、医療、防災、その辺が柱にな

った、収支だけじゃなくて地方行政の責任で運営していく、そういったものを柱にしていかれ

たらいいと思います。経済のほう、那智勝浦町は性格的に観光地でございますので、やはり観

光客でにぎわって初めて民間も潤うという、どうしてもそういう特性がございますので、これ

も宿泊客の増加、日帰り客の増加に伴う自主財源の強化、大まかですけどもこの辺で進めてい

かれたらいいかと思います。 

 中期総合計画の策定に対しても、町民の方々にまた参加いただいて、このときに経済面と町

民サービスの面で来ていただく町民の方を二分していただきまして、福祉、教育に特に強いよ

うな方ですとか、現在町内で第一線で商売をされている方々というふうにきっちり分けて意見

を求めていかれたら策定が楽に進んでいくと思います。 

 それから、肝心な実行計画なんですけども、もうこれは完全に指標で進捗管理をしていくも

のです。これがなかったら、幾らでもやれない言いわけが出てきます。そして、やれなかった

場合になぜやれなかったという検証もやりづらいです。実行計画はもう数字で、指標で管理し

ていくものです。 

 最後ですが、職員の皆様方、恐らく計画の管理は日常の定型業務、非定型業務と同時進行と

なるかと思います。ぜひ管理職の方は計画進行に必要な項数をきちんと見積もり、職員の保有

項数にも余裕を持たせた上でＰＤＣＡ、またＴＱＣ活動を活発にやっていただいて、この長期

総合計画作成に当たっての、町民の方々はいろんな思いと希望を持って参加されております。

ぜひこれを絵に描いた餅にしないようにするためにも、御期待の実現をぜひとも頑張っていた

だきたいと思います。これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 以上をもちまして私からの一般質問とさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（中岩和子君） 石橋議員の一般質問を終結します。 

 休憩します。再開13時30分。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              11時54分 休憩 

              13時33分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、７番曽根議員の一般質問を許可します。 

 ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） それでは、私の一般質問を始めさせていただきます。 

 まず最初に、１点目の質問で、市野々区の山林で行われた切り取り工事についてという題の

質問になります。 

 この市野々区の工事というのは、もう既に４年前になりますけども、紀伊半島大水害で市

野々区の場所はふだらく霊園の隣の山で山崩れがありまして、そこで行われた切り取り工事、
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そして切り取り工事だけではなくてその後に、これは私的な工事にはなりますけどその工事と

非常に関連が深いんですけども、山の所有者の方が、当時たくさんの土石流で大きな岩石が那

智の浜のところの那智漁協のところに積んでありましたけども、それを利用して石積みを、私

的な工事なんですけど行ったことに対する安全性の問題ということ、私を初め同地区の近所の

方が、この問題について、工事そのものの疑問だけではなくてその石積みの危険性について

再々要望したんですけども、今現在４年以上たっている現在でも、町の見解としたら安全にな

ってるとお思いかもしれませんけど、私や当時危険性を訴えた方からしたらいまだに安心でき

ない。そして、工事そのものにもやはり疑問が残ってるということで、再度質問をさせていた

だくということで、ただこれ問題が非常に大きな問題ですので、建設委員会で扱うには大きい

ということで答弁を町長にお願いしたいということで、今回一般質問で扱わせていただいたと

いうことを御理解してください。 

 まず、工事そのものに入る前に、現状についての安全性について当局に質問をします。 

 それと山の所有者のＡさんとしておきますけども、この方は実はもう最近お亡くなりになっ

たんで故人になってます。そして、この当時はＡさんが所有してた山林だったんですけども、

私たちが調べたところ、今現在山が全面太陽光発電施設が設置されてるんですけども、ことし

の５月にもうそこの会社の所有に全てなっているので、だから当時の所有者のＡさんというふ

うに理解していただきたいと思います。ちょっとややこしいですけども、現在はその山は全て

名古屋市内に本社を置く会社の所有になっておるということです。 

 現在、我々石積みが危ないということで、その撤去ですとか、石積みではなくて擁壁に積み

かえるとかそういう要望をしたんですけども、結局はそのままになってますけども、今現在安

全性が確保されたとお考えなんでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 当該工事につきましては、議員から御指摘のとおり、台風12号災害直後の災害復旧工事でご

ざいます。隣接の住民、住宅の安全、財産を守るためを最優先考えて、緊急に必要な工事とし

て随意契約で切り取り工事を行わせていただきました。その後、議員御指摘のありました地権

者としての土地利用としての太陽光の工事が進められております。 

 町といたしましては、地権者としての不動産の維持管理、安全につきましては、当時の地権

者と協定書１通、覚書１通、確約書１通を取り交わしてございます。町といたしましては、不

動産の維持管理及び安全性の確保は地権者の責任において当然の義務であると認識しておりま

す。平成27年５月に、当時の地権者が売買により変更しております。ただいま議員から申し上

げましたとおりでございます。新しい地権者に、土地売買の時点で役場建設課のほうに相談が

ありました。建設課のほうから、この土地につきましては協定書並びに覚書、確約書がそれぞ

れ締結されてまして、町の控えをファクスでお渡しし、条件として新たな地権者にこの協定

書、覚書、確約書が引き継がれる旨の説明を行っております。 

 議員御指摘のとおり、発生残土の岩石の有効利用につきましては公募をさせていただきまし
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たが、この現場の岩石につきましてはそれ以前の有効利用でございますので、維持管理及び安

全性の確認の意味で、先ほど申し上げました覚書並びに確約書を取り交わして、地権者の責任

として当然の義務であることを町としては認識しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 私が心配してたのは、Ａさんが亡くなられて新しい地権者、名古屋市内の

会社になってるんですけども、そこにそうやって持ち主がかわってったときに、きちっと協定

どおりに遵守されるのだろうかということなんです。まだうちの町民でしたら日ごろ顔を見合

わせる仲なんですけども、そういう遠くの会社となってますと、そんなものは知らないという

ようなことになると思うんですけども、今の課長の説明ですと、そういう協定書、覚書、確約

書があるということを新しい会社にこういうものがありますよということをお知らせしたと言

うんですけど、直接そこと新たに文書を交わすなりしないと口約束で終わってしまうんじゃな

いかという。だから、実際そこの会社のどなたと交渉したとか、そういうものが記録が文書と

して残ってるのかどうかというのも非常に心配なんですけども、いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 先ほども申し上げましたとおり、売買の時点で新たな土地の所有者と先ほどの協定書、覚

書、確約書の説明をさせていただいております。ただし、私が対応したのは社長ではございま

せん。会社の関係者の人ということで、その旨を社長に伝えるようにこちらからお願いしてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） それでは非常に心もとない。それなりの会社でしょうから対応した方の肩

書ですとか所属ですとかそういうのもきちっと控えてやってればわからないです。社長にお伝

えくださいというのはもう口約束なんです。だから、それ相当の文書でもって回答を求めると

かそういうことをしない限り、相手は会社なんでそうやったらきちっとしてくれると思うんで

す。してないということは非常に不安なんです。それを言うておきます。これはやっぱりそち

らの方の身分のわかる方と交渉をして、きちっと文書等で確認をしていただきたいと思いま

す、今後。 

 それと、私この協定書とか覚書という存在は知らなかったんですけども、確約書を交わした

というのは知ってました。以前の下﨑議員さんの質問の中で、そういう確約書を交わして責任

の所在を明確にしていくっていう、そういう対策をとるということを答弁で答えてられたんで

知ってます。そして、住民監査請求をした隣接者の、この方はＭさんと言うときますけど、そ

の方が役場に対して公文書の開示請求をされて、その確約書というものもとっていただきまし

た。 

 今、手元にあるんですけども、非常に短いものなんで読ませていただきますね。那智勝浦町
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寺本町長殿ということで、平成26年５月１日に取り交わしてるんです。那智勝浦町、住所、氏

名は書いてありませんけども当時の山林所有者のＡさんの名前ここに書いてあります。そんで

確約書。平成23年、台風12号災害で発生した岩石を利用した那智勝浦町大字市野々字古布気

2312他２筆、番地施工の石積みにつきまして、今後において利用岩石が原因で第三者に被害を

与えた場合は、一切の責任を負うことを確約いたしますと。なお、土地転売等で地権者が移動

した場合、上記に確約の義務を私自身が引き続き負うとともに、責任を持って新しい地権者に

連帯して責任負担を継承いたします。連帯してというけども、この人亡くなったんで連帯して

責任負担は継承できないですけども、確かに確約書を交わしていただいて、だから問題になっ

ているのは、町がその人に与えた岩石で災害ということで我々心配をしたんです、これは町の

責任だと。だけど、この確約書をこうやって交わしたことで、もう一切、仮に今後事故が起き

て第三者が被害を受けても町がこれで責任を逃れ得るという、そういうための確約書だと思う

んですけど、我々が求めたのはこんな確約書を交わしてくれということじゃないんです。とに

かく事故が起きないようにしてほしいという、だからそのためにはもう石積みを撤去なり、

我々が要望したときはまだ石積みは現在の半分ぐらいしか積んでなかったんで、だからもうこ

れ以上、撤去は無理でもこれ以上は積ませないでくれということを再々要望したんです。 

 それでも、当時町長室にも行って要望したんですけど、何とかすると言うたんですけど、結

局その後撤去どころかさらに倍ぐらいの高さまで積み上がってしまったと。それで、今回こう

いう確約書があるんですけど、これは本当の解決にならない。事故が起きないようにしてくれ

というて我々は要望したんだけど、これは事故が起きても町は責任を負いませんよという一種

の責任逃れの確約書なんです。だから、これで責任は回避するという町の目的は達成されるか

もしれませんけど、安全性を確保したということにはならないんじゃないですか、確約書。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 先ほどの答弁でも答えましたとおり、確約書以外にも協定書と覚書を交わさせております。

その覚書の中で、石積みにつきましては維持管理、安全、保全を行うということで地権者から

の覚書をいただいておりますので、そういった意味でも安全、保全の部分は地権者の義務とし

てあるかと思われます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 答弁かみ合ってないと思うんですけど、じゃあもし安全性を新たに引き継

いだ地権者が負うていくとしたら、それが確実に守られてるかずっと町がチェックしていかな

いとあかんことになります、今度。それも非常に問題なんです。そして、この確約書のそのも

のの効力というのも非常に私は疑問に思いまして、これは実際に印鑑証明か何かも一緒に添付

されて交わされた正式な書類なのか簡便なものかわかりませんけど、非常に心配になったんで

す。 

 以前、町長室へ我々要望に行ったときに、これは町の顧問弁護士の指導で確約書、こういう
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ものを交わしたらいいですよという指導を受けてこういうのをつくったという説明を受けたと

ころなんですけども、そういう弁護士さんが本当にそんなことを言うのかなという疑問もあっ

たんで、町の顧問弁護士さんとは別の弁護士さんに、我々は、こういう確約書というのを町が

結んだんだけど、これは専門家から見て効力どんなんですかというて率直に聞いたんです。そ

したら、あくまでもこの確約書というのは、町と山の所有者との間ではそういう理解にはなる

けど、万が一事故が起きてけがをしたり亡くなった方が、こういう確約書があるから、町が提

供した石で事故になったけどこれは町じゃなくてこの方の責任だと言うても、いや、事故を受

けた人が違うと、これはあくまでも町の責任を自分は追及すると言い張った場合は、こんな確

約書は意味がないというふうに、私たちが相談した弁護士さんは言うてました。その弁護士さ

んは、町の顧問弁護士さんをよく知ってらして、岡本さんというところで、和歌山の、そんな

指導するかなあって疑問に思ってるということだったんですけど、大丈夫なんですか、こんな

１枚で。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 町の確約書の内容につきましては、議員御指摘のとおり、町の顧問弁護士と相談させていた

だいて作成させていただいております。そのときの弁護士の方針といたしましては、明らかに

地権者の不動産の関係であって、町としては材料と言ったらおかしいんですけれども、建物を

建てるときにもそうなんですけども何かの材料を買って形をつくっていく、ほんでその一部の

材料によって被害をこうむるというよりもその土地、地形の形をつくった、例えばコンクリー

トであったり土であったりそういった形になりますので、そういった不動産であるというふう

に弁護士のほうからも指導を受けております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） わかったようなわからないような説明なんですけど、弁護士さんによって

見解が違うというのはありますから、ただ全く今の町の理解とは違って、これが万が一の事故

のときには効力を持たないというふうにはっきりとおっしゃった弁護士さんもおったというの

は留意しといて、基本はやはり、これは非常に難しいかもしれませんけど、新たな会社さんに

ついても、あれは危ないんだと、住民から要望が出てるんだと。もし、その会社が非常に太陽

光発電で業績がよくて資金が潤沢やったら、石積みを撤去してもう一回擁壁に積みかえるだと

かそういうこともしてもらえるかもしれないんで、行政指導という意味で今後もしっかりと交

渉をしてほしいと思います。 

 それとあと、里道の保全ということで、五地蔵のところから上って例の今の場所を通ってま

たおりていくという、正式な、指定された熊野古道ではないですけども、今は町道を歩きます

けど、一般的にここがかつて熊野古道だったということで、古道を守る会の方が看板も設置し

てくれてある熊野古道が、非常に通り抜けできない状態になってます。 

 この間も実は私たち歩いてきました。だけど、非常にソーラーパネルが邪魔になって通りに
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くいし、五地蔵のところから上がっていくのはいいんですけど、最後下り口がどうやっており

ていいかわからないんです、もう草が茂ってる部分、前のＡさんが小屋を建ててそのままにな

ってる部分と、あとは別に下のほうにおりる道もあるんですが、そこも災害復旧で行われて道

路のようなものをつくってしまって分断されてるんですけど、おりていく階段がないんです。 

 だから、結局通り抜けができないんですけど、それも解決するということで約束してあった

はずなんですけど、それが４年たっても実現されていないということについては、どのように

お考えなんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 議員御指摘の里道につきましては、災害以前はその道を通って市野々神社のほうまで通行が

可能でございました。しかしながら、現在は太陽光工事により通行できない状況にございま

す。法務局の公図によりますと、里道は途中で切れていることを確認させていただいてます。 

 先月、現地のほうへ赴きまして、太陽光の地権者の方と現在太陽光の関係で太陽光の周りを

フェンス工事で囲む工事が進んでいるんですけども、そのフェンスの間を通らせていただいて

連続して市野々神社のほうまで抜けれないかということを相談させていただいております。既

に向こうといたしましても、里道が途中まであるということは認識してくれてますので、民地

の部分をなるべく通っていただいて、何とか通れるようにということは考えてくれてるんです

けども、結果としてまだ現場を確認しておりませんので、再度現場を確認して、再度今のよう

な要望をさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） とにかく通り抜けできるように、一部私らも公図で確認したんですけど切

れてる部分があるんですけど、ただもう慣例としてずっと通ってたわけですから、あそこを。

だから、その辺の理解はやっぱり当然していただいて、下、おり口もフェンスのところに矢印

か何かしてもらって通路というふうにしていただくんか、今までおりてたところの階段をきっ

ちり直すなりするか、それは行政でやった工事でああなったわけだから、おり口に関しては行

政のほうできちっとしてほしいです。 

 それと、長なって済みませんけど、今新たに全面ソーラーの施設になってるんですけど、そ

れについてもまた平らに造成をして設置してあるんですけども、その造成工事で根元の部分

に、多分あのときの災害で出た石を使ったと思うんですけども、山のへりのほうまで造成して

その根元に石を寝かせて使ってるんです。それが落ちてきそうなんです、我々この間見たんで

すけど。それで、その業者も心配なのか板で囲ってあるんです、落ちないように。だけど、本

当に板です、あれ、つい２センチあるかないかの。あんなもの、数年たったらすぐ朽ちてしま

うわけなんですけど、あれで本当に安全性確保できるのかと、また新たな心配の種がふえたん

ですけど、あれについて今後行政指導をやるという考えはありませんか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 
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○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 ただいま議員御指摘の部分につきましては、先月私が直接現場に行って、工事の担当者と話

をしてまいりました。そして、板での施工も見てきました。あくまでも板は仮設ということで

ございまして、その板の部分にフェンスをして落石防止も含めたフェンスを行うということで

確認しております。下が道になっておりますので、少しの小さな石でも落ちないようにという

ことでフェンスをするということをその場では確認しておりますので、再度現地へ行って実際

にできているかどうかを確認してきます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 建設課長には御苦労ですけども、むしろあそこのほうが、今まで我々が指

摘してた石積みも危ないですけど、もう道端なんで今回のところのほうがより危ないと思うん

で、きちっと対策を業者の方が、新たな地権者がしてくれるか確認をしてください。 

 そして次に、現時点での安全性の問題はこれだけで、繰り返しですけど、確約書のことは本

当にこれ１枚では心配だということをもう一度申し上げておきます。 

 それで、工事そのものについての疑問点なんです。この件につきましては、４年前ではよく

わからなかったことから、その間にいろいろ自分なりに私も調べ、住民監査請求を出したＭさ

んもいろいろ調べ、新たにわかったこと等もありますので、それを踏まえてちょっと質問をさ

せていただいたんですけども、あの工事が総額6,000万円ぐらいかけた町単独の工事というこ

とで切り取りと吹きつけが行われたんですけども、そもそもあの工事が本当に町の災害復旧工

事に値するのかなという根本的な疑問があったんです。 

 災害が９月３日から４日の未明にかけて起きてあそこの山が崩れたんですけども、当初あそ

この土砂崩れ、すぐ近隣の民家に一部竹や木がかかってたということで、地元の建設業者さん

が町の要請を受けて土砂の撤去を行ったんです。その業者に対して、亡くなられたこのＡさん

は、ここは自分の山やと、自分は自分でするからもう出ていってくれと、私のこの山の土も取

らないでくれというて町が派遣した業者を排除というんですか、もうええよというて、要は自

分の財産だから自分で守るよという意味なんでしょうか、そう言ったのにその後で、どういう

わけか町内の業者じゃなくて有田川町の全然指名業者でもない業者が、崩れた山を切り取り出

したということなんです。 

 町が決めた業者をそうやって排除しときながら別の業者にやらせて、それがどういうわけか

災害復旧工事になってるという、つじつまが合わないんです。これはどう説明がつくんです

か。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 市野々の議員御指摘の現場につきましては、確かに災害直後は家にもたれかかっている部分

だけしか見えませんでした。そこの撤去につきましては、地元業者に対応していただきまし

た。その後、市野々区長さんのほうから山頂部に亀裂があるということで、私と区長さんと現
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地に行って確認して、写真がないのが落ち度なんですけども緊急性があるという判断で、その

当時災害直後ということでかなり業者の人手が足りない状況でございましたので、圏外であり

ますけれども重機を保有している業者に随意契約で工事を進めさせていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 今の説明だと、ただその方は自分のところは自分でやるからということ

で、町の一旦派遣した業者、ある部分は土砂をある程度取ったんですけども、これ以上取るな

というて出ていかせたわけです。その後にというんですけど、それで今課長が言うた新たな亀

裂というんですか、崩れる兆候が見つかったと、だけどその写真がないと言うんです。だけ

ど、後から有田川の業者が切り取り工事を始めたのは11月10日くらいからだったと思います、

たしか。だから、災害直後だったら混乱して写真も撮れないとかそういう状況はわかるんです

けど、もう11月なんです。だから、そのときにその山の、課長の説明では大きな亀裂が山頂部

に走ってて水が噴き出てたと言うんですけど、何でその写真がないのかです。全く証拠がない

です、本当にないんですか。区長さんも持ってないんですか、その写真を。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 当時の市野々区長と現場へ行って確認させていただいたのは事実なんですけども、写真は残

念ながら撮りませんでした。ただ、当時の区長に聞いてもらっても結構なんですけども、大き

な亀裂が入って二次災害のおそれがあるということはもう明確でございました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 区長さんには当然また聞かせていただきますし、今Ｍさんはもう区長さん

からもいろいろ聞いてると思うんですけど、確かに亀裂が入ってたとしてもあそこまで大規模

に切り取りをやらなきゃあかんのやったらそれなりの、だから業者も写真を持ってないのかな

と思います。業者も工事するに当たってはある程度の設計をするわけですから、業者が持って

ないんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 施工業者は着工前の写真は撮るんですけども、風景写真程度でございまして、その部分の亀

裂だけを撮っている写真はございませんでした。それと、今となっては大きな工事というふう

に言われるかもしれませんが、災害直後の市野々のほかの状況を見た限りでは、町といたしま

しては二次災害は絶対に起こしてはならないというふうなもとに切り取りをとらせていただき

ましたので、大きな土量になりますが人命を守るという第一目的を貫いて行った工事でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 
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○７番（曽根和仁君） わかりました。これはもうまた水かけ論になりますので、写真がないとい

うのはやっぱり疑問として残るということで再度申し上げておきます。 

 そして、町外業者がかかわることになったということなんですけど、住民監査請求の、事実

上棄却だったんですけども、12月にいただいた返答の書類に書いてあるんです。たまたま町外

業者はごみの処理でこちらのほうへ来てたという。で、重機や10トンダンプを持ってるんでそ

この会社に依頼したというふうに説明してるんですけども、それやったらこの業者がほかの町

単の工事等でも、そんだけ業者がなかったんだったら、ほかの現場にもその業者に限らずほか

の業者も入ってないかなということで、当時の町単でやった工事の一覧というのを建設課でい

ただいたのを見ると、全くほかの地区からの業者は入ってなくてこの有田川の業者だけです。

それも、例のそこの現場だけなんです。ほかの現場も大きな何百万円の現場もあるけど、皆大

体町内か、若干新宮のも入ってると思うんですけど、でこなしてるわけなんです。 

 だから、本当にこの有田川の業者に何で頼まなきゃいけなかったのかなという疑問が残っ

て、我々いろいろ調べたら、実はこのＡさんは有田のほうの出身の方なんです、もと。何年か

前に那智勝浦町に越してこられてた方なんですけど、この方は実はこの工事をやった有田川の

会社で仕事をしてた人ということじゃないですか。だから、従業員契約を結んでたかどうかは

わからないんですけど、この方はかつて有田川のほうでここの会社の仕事をやっていた人なん

です。だから、地権者のＡさんの全く身近な会社にやらせたということで、こんなことありま

すか。もし仮に、私の持ってる山が崩れて、町が派遣した業者に対して、いや、あんた帰って

くれと、自分は自分の懇意の業者があるからそこへやらすよって、要はそういうことじゃない

んですか。そんなことは普通通らないでしょう。だから、おかしくないですか、これも。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 発注業者につきましては、確かにごみの関係で町へ協力いただいた県内のごみのグループで

ございますが、建設業の許可もとっておりまして、そういった意味で重機等の手配がスムーズ

にいったっため随意契約をさせていただきました。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） いや、それはわかるんですけど、ただＡさんがもともとここの会社の仕事

をしてた人というのは余りにも偶然の一致にしてはでき過ぎてるし、この人が自分の懇意の会

社を連れてきて、要は町にここにやらせろなり何かじゃないと、そんな偶然に一致するとは思

えないんですけど。町はその辺を当時わからなかったのか、知っててもやらせたのか、余りに

も不可思議です。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 繰り返しになりますが、ごみの関係で、当然那智川周辺で重機を使ってごみの撤去作業をし

ておりましたので、そういった形でこの業者と随意契約をさせていただいております。特に
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誰々からこの業者を使いなさいということはございません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） この当時から、ここの工事については有田川の業者がやってるということ

に対してはかなり疑問の声が上がってたんです。いろんな方から聞いたんですけど、当時のう

ちの町の建設業組合の組合長も、あそこの工事はおかしいね、何であそこの会社がやってるの

というのを言ってられたという建設業の方もいました。ただ、とにかく建設業の町内の方に何

であそこの業者があそこの工事をやってるのと、私いろんな業者さんに聞いたんですけど、も

うノーコメント言うんですよ、いろいろ知ってるけど、自分は町の工事をもらってるんでもう

しゃべれないと、勘弁してくれと言うんです。だから、しゃべれないようなことがあるという

のは、何かあるんじゃないかと。で、当時の建設業組合長さんもおかしいと言ってたと。 

 当然、業者が足らないんであれば、一旦建設業組合に打診しますよね、で、いやもううちの

町内業者ではできないからよそへ頼んでくださいと言うて、初めてうちの指名業者以外の業者

を頼むと思うんですけど、だから当時の建設業組合の組合長に打診をしてないということです

ね。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 平成23年度におきましては、単独災害復旧工事を74件発注しておりまして、全てが町内業者

で対応できるわけではございませんでしたので、そういった状況を踏まえまして県内のこの地

区以外の業者ではありますけれども契約した業者と随意契約をして施工させていただきまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 建設課長もしゃべれないことがあるのかなというふうな答弁に聞こえるん

ですけど、これ以上してもまた水かけ論になりますけど、あと当時の観光産業課長だったやめ

られた瀧本さんも知らなかったと言うんです、この工事が町の工事というのを当初は知らなか

ったと言ってます。彼は市野々に住んでたわけです、それで当然観光産業課というたら山のほ

うが担当なんで、あんだけ山が大きく崩れたら一旦は治山でやろかとかそんな話も普通やった

ら出ると思うんですけど、だからそういう観光産業課長にも何にも相談もなしにこの工事をし

たのかなという、その辺も非常に不思議です。言うてました、全然知らなかったよということ

をおっしゃってたんですけど。 

 それと、この件に関しては私いろいろ調べたというか、当時ですけどこのＡさんが頻繁に副

町長さんのお部屋に出入りしているということをお聞きしたんで、植地副町長に工事おかしく

ないのということで私一回お部屋に伺って聞いたことがあります、覚えてらっしゃると思うん

ですけど。そのときに副町長は、いや、実はＡさんは元町議のＴさん、これも今はいらっしゃ

らない人ですけど、その方がこのＡさんを連れてきたと。どういうことを要望したかはわから
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んけども、副町長室で話をしたけども、自分はちょっと口論になってもう出ていってもらった

と、だから自分はこの工事に関してはもう関与しないし知らないというお返事を受けたんで

す。ただ、議員がそういって町民を連れてくるというのは悪いことじゃないんで、この人の言

うことをちょっと困ってるから聞いたってよというのは言うても自由だと思うんで、そのこと

自体は問題じゃないんだけども、口論になって追い返すぐらいやからやっぱりその要望が受け

入れがたいものだったと思うんです。だけども、実際にはＡさんが望んでいたように工事が進

んでいったと思うんです。だから、副町長がそんな不正なことをやる人やとは私は思いません

けど、副町長がやっぱりあかんよと返したけども、この方の思うように工事がいったんじゃな

いかと私は思うんですけど、ただ副町長が断ったんやったら、それを後聞き入れるというのは

もう建設課長か町長しかないんですけど、町長のところへその方お願いに行ったんですか。 

○議長（中岩和子君） 副町長植地君。 

○副町長（植地篤延君） Ａさんとの最初のいきさつ、質問ですのでお答えします。 

 この件については、先ほどおっしゃいましたように、元の町議さんの紹介で来ました。しか

し、この件はこの工事の件じゃなくてまた別の、当時湯川の、向こうのほうの造成工事とかご

みを捨ててる場所、そこらの関係で質問に来たということで知り合いました。それで、今お話

聞きますと、何かそのＡさんと私と懇意にしているように聞こえますけども、私は彼が建設課

とかいろんなところに用事で来たついでに、彼がちょっと顔を出して寄っていったという程度

でして、特段私としては私的な交際があるとは、私は考えておりません。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私はＡさんからはそんなお話は承ったことはございません。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 当時、私が副町長の部屋を訪れたときには、この工事のことで私質問した

んですけど、それが別の工事のことだというんですけど、ちょっと合点がいかないんですけ

ど。それと、このＡさんは古くから懇意でないにしても副町長は顔見知りやったと私はいろん

な方から聞いてるんですけど。副町長が便宜を図ったという言い方は大変失礼ですけども、副

町長が何か物品をもらって便宜を図るとかそういうことは絶対やらない方だと思うんですけ

ど、やはり温情というんですか、どうしてもやってよとか何か頼まれてそういうのがあったん

じゃないんですか、疑って失礼ですけど。 

○議長（中岩和子君） 副町長植地君。 

○副町長（植地篤延君） 彼とは、初めて会って顔を合わせたのは元町会議員の方に連れてきてい

ただいて、たしか円卓の議場だったと思います。あそこで話をしたのは間違いないです。それ

より以前に会ったということは、後から知った話ですけれども、彼のお母さんが経営しておっ

た喫茶店、これは私が趣味でいろいろと狩猟の関係で有田のほうに行きましたので、そのとき

によく立ち寄った店がＡさんのお母さんが経営している喫茶店だったということだけは知って

おります。それ以外の認識はございません。 
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 それと、今また議員さんがこの工事のことでとおっしゃいましたが、最初元町議が連れてき

た話はその話じゃなくて、湯川のほうのお話でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） わかりました。これもいつまでも食い違ったまま押し問答をしても時間ば

かりたっていくんでこれだけにしますけど、私たちがいろいろ調べたら、副町長はＡさんのお

父さんと有田のほうへ行ったときに非常に懇意にしていたはずだという証言が、私いろいろ調

査したら、そう言う方があったんです。ただ、それだからといって、Ａさんのお父さんですか

らＡさんとの関係がどうのこうのというのは、それで疑ってはあかんのですけど、今副町長は

Ａさんのお母さんの喫茶店云々と言ったけど、私が聞いたのはＡさんのお父さんと副町長が懇

意だったと、そんな話は聞きました。これはもうこれだけです、もうそれ以上ですけど、だか

ら我々がいろいろ持ってる、捜査機関じゃないんでいろんな人づてに聞いて調べたんですけど

そんな話もありました。 

 工事の業者の選定についてはこれぐらいにしますけど、あとさっきから亡くなられたＡさん

が山の所有者ということでずっとお話ししてるんですけども、これについても大きな疑問があ

りまして。我々、Ａさんがこの災害の直後から、ここが自分の山やということでおっしゃられ

て、それで町もＡさんを相手にその工事の交渉をしたと思うんですけども、住民監査請求を出

したＭさんが、町内の飲食店でＡさんと災害の後出会って、Ａさんが自分は自分のおじさんか

ら相続であの山をもらったんだよという話をふとされた。ＡさんはこのＭさんが現場のすぐ隣

に住んでる人というのは知らずにそういう話をしたんです。ほんで、そのＭさんは不審に思い

後日法務局へ確認に行ったんです。そしたら、全くそのＡさんの土地どころか岡山県倉敷市の

Ｉさんという人があそこの土地を持っているということがわかって、じゃあこのＡさんは全然

この山の所有者じゃないかという話になったんです。その後もずっと、我々が訴えをしている

間もずっと土地は事実上は岡山県の倉敷のＩさんという人が事実上の土地の所有者です。だか

ら、町は災害が起きた当時、Ａさんが本当にここの土地の地権者という確認をしたんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 ただいま議員申し上げましたとおり、災害直後の法務局の名義は別の倉敷の方です。ただ

し、町のほうから職員が出向いてって倉敷の方に確認したところ、売買の約束をしている、登

記の手続がまだであるということを確認しておりまして、それで将来的に契約される方との了

解をいただいて工事を進めた経緯がございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 実際に岡山まで行って確認してきたという話も聞きましたけど、私が聞い

たのは、まずその前に和歌山県警に照会してここが本当にＡさんが持っている土地かというの

を一回確認をしたんだという返事もそれ以前にあったんです。本当に警察にそんな相談をした

のかなというのも疑問だったんで、私も以前知ってる新宮市の警察の方に聞いたんですけど、
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警察の方は捜査情報とかは我々には教えてくれないんでわからないんですけど、首を縦に振ら

なんだです、うんて。 

 これもそれ以上のものではないんですけど、ほんで実際に売買が成立してたというのは、法

務局の書類で我々確認したのは平成25年３月に売買が成立して晴れてこの倉敷のＩさんからＡ

さんに所有権が移ってるんです、売買されてるんです。で、所有権が移ったのはまたさらに後

の平成26年７月に、初めて登記がＩさんからＡさんに移ってる。売買があった平成25年３月と

いうのは、もう既に切り取り工事がほとんど全部終わって、後吹きつける工事が始まったぐら

いですか、平成25年２月ぐらいから吹きつけをやったと思うんで、そのときになって初めて売

買が成立していたんです。そのときでもまだ登記が移ってないというから、だからＩさんの持

ち物のまま工事をやってたということなんですけど、売買の約束をしてただとか、あとは実際

に倉敷まで出かけて町の職員が300万円で売買した日付のない領収書を確認してきたと言いま

したけど、これも本当かどうか、日付のない領収書が置いてあった、確認したと言うんですけ

ど、それもおかしな話です。 

 そもそもこのＡさんは、自分はおじさんから相続でもらったと言うてたというんですけど、

いつの間にか売買の話になっているということで、この辺の整合性もつかないんです。これ以

上ここで質問をしてももうわからないと思うんですけど、Ａさんも亡くなっていますから。百

条委員会のようなもので来ていただいて証言していただいたらいいんですけど、それももうか

なわないんですけど。 

 それと、山の所有権の問題はこれも謎のまま残ってます。それと、やはり工事が、さっきの

写真がないという話に行きますけど、何であそこまで切り取ったのかなということです。山頂

へ行くような道をつけるために削ったとしか思えない工事で、原則はやっぱり原状復帰です、

原状復帰はしにくいと思いますけども必要な以上は削らなくてもいいわけです。それが、何で

あの山頂まで道をつけるような、だから将来その山のてっぺんを利用するために削ったとしか

思えない工事で、あれはもう災害復旧じゃなくて私的な造成工事だと思うんですけど、そうい

う指示、町がああいうふうに削れ言ったんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 亀裂のところから段切りといいますか、切り取りの図面を渡して、そのとおりに施工いただ

きました。それともう一つ、頂上付近にため池といいますか、池状のものが、その当時、災害

直後ありましたので、そこに水がたまることによって被害が増大するということで、その部分

を埋めなければならないこともありまして、道の部分もつけさせていただいて、その合わせて

切り取りと上の池の部分を埋める工事に必要なために道の部分もつけさせていただいておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） それも課長の説明を受けても、そもそものあの山が大がかりに崩れてたと
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いう写真がない以上そう言われてももう検証がしようがないんですけど。ない以上は幾ら課長

がそうやって説明しても、信用しろ言われてもできないです。これはもう何らかの第三者的な

ところに真実を究明してもらうしか、もう我々の、議会で百条の前に検査権というのもあるん

ですけど、それはもう書類の検査しかできませんから、書類上不備がなかったらそれ以上はも

う疑問を追及できないんですけど、もう何もどうしてもわからない以上は、私もまだ今質問を

して納得いかないんです、場合によったら何らかの告発なりしないと、そういうことは極力し

たくはないですけど、そういう思いもするんです。町長いかがですか、もしそういう可能性も

あるんですけど、今の質問では全く疑問が晴れない。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 私としては、建設課長が答えた以外は私もわかりません。それが疑問に思

うのであれば、告訴でも告発でもやっていただければと思います。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） わかりました。我々も一緒にこの件について調査をしてきた住民の方から

また相談をして、何らかのさらなる究明をするのかどうか検討したいと思います。 

 私は、この工事は本来町が、本当に公金を使ってやるべき工事じゃなかったと思います。仮

に、最初崩れていた部分というのは写真で見ましたので、だから必要であれば当初の残土を当

面の危険を回避するだけの残土の撤去を行って、後はやはり治山の事業等できちっと国の査定

を受けて、国の査定を受けたらどこまでどう削れとかというのはもう明らかなんで、それを受

けないからこの有田川の業者さんがどんどん削ってしまったとしか思えないんです。 

 これも証言であるんですけど、この業者さんは泊まりがけで来られてたんです。ほんで、勝

浦の宿泊施設に泊まってたんですけど、那智勝浦町さんというのはいい町だと、自分たちが請

求したら幾らでもお金を払ってくれるって、そんなことをうそぶいてたというんです。だか

ら、食い物にされたという言い方は失礼だけど、業者はそれはやっただけお金は欲しいし仕事

欲しいです、だけど非常に脇が甘かったとしか思えないんです。だから、やはりきちっとした

査定を受けてきちっと８割、国が建設費を持ってくれる正規のというんですか本来の災害復旧

でするべきだったんです。私はあくまでもそう思うんです。 

 だから、私はこの工事は実際に工事を行う必要以上のお金がかかって、結局Ａさんの土地の

利益を増したったわけです。このＡさんは、災害復旧で山のてっぺんまで道をつけるような工

事をしなかったらＡさんは開発もしなかったと思います。それで、今は名古屋の業者に移って

ますけど、Ａさんが幾らで売ったかわからないですけど、かなりの金額で買ってもらったと思

うんですけど、だから結局Ａさんや工事をした業者をもうけやしたった、それも公金を使って

ということで、普通の会社であれば背任というような罪や職権の濫用とかそういうのにも値し

かねないという、これを私は指摘しておきます。 

 それで、そういう今回のようなことが二度と起きないようにとにかくしたいです。そのため

に、私提案なんですけども、要は何でこういうことが起こったかというと、工事そのものがそ

うですけど、後からの私的な石積みだとかの開発行為が起こったということなんですけど、一
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般には１ヘクタール以上の開発行為でやったら法で規制されてると。届け出だけじゃなくて県

の許可が要る。だけども、あそこの山頂部の森林を伐採したところの面積をはかると微妙に１

ヘクタールを切ってるんで、結局あの工事が何のチェックもないままにされてしまったと。こ

れが、もし県の許可が必要な工事だったら、多分太陽光発電の施設をつくる言うたら、調整池

をつくりなさいだとかいろんなことを県から言われるはずなんです。だから、そういうものも

ないままに工事が進んでしまったんで、いまだにあそこ全面太陽光発電の施設になってるけ

ど、調整池みたいなものが何もないんで、あそこに降った雨がダイレクトに町がつくった側溝

に皆流れ込んでくるんです。だから、それで今赤土がむき出しなので、側溝にいっぱいますに

土砂がたまって、あのますは町の側溝なんで町が管理することになってますけど、あの状態や

ったら永久にあのますを掃除し続けないとあかんということにもなって非常に問題だなと思う

んですけど。 

 そういうことを回避するために、私いろいろ調べたんですけども、自治体によっては１ヘク

タール未満の開発行為でも独自の条例を制定して規制を加えている自治体が全国にかなりある

と。私がたまたま見たのは長崎県の諫早市、環境保全条例というのをつくってまして、0.1ヘ

クタールから１ヘクタール未満の、都市計画法以外の地域で行われる開発行為を規制してま

す。普通の農業ですとか林業とかに使う施設だったら特に除外なんですけど、いわゆる住宅で

すとか今回のソーラーですとかそういう農林業以外の開発については、1,000平米、１ヘクタ

ールは１万平米だけど1,000平米からでも規制しようということで、ただ罰則的なものはなく

て、どういうふうに規制するかといいますと、開発しようとしたら、まずは諫早市だったら市

長に届け出て市と協議をしなさいということです。で、その開発の目的ですとか自然環境や生

活環境への保全対策をとってるかというそういう事業計画の提出を求めるという。だから、こ

こでチェックできるわけです。それが認められて初めて協議済書というのを交付して開発がで

きるというんですけども。罰則とか、条例なんで緩いですけど、それでもこれでかなりの部分

は規制できると思います。 

 別の市町村なんかでは、これは諫早市は市と協議ですけど、隣接者との協議を義務づけてい

るような自治体もあるんです。だから、我々の地区のように災害が頻発するような土地でした

ら、企業にとったら経済行為を何で規制するんだということで文句言われるかもしれませんけ

ど、住民の安全のほうが大事なんで、そういう規制についても考えてほしいんですけど、これ

は担当は総務課かどっかわからないですけど、ちょっとそういうことも頭の中に入れてほしい

んですけど。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 都市計画法というのがありまして、これは基本的に都市計画区域内の法律なんですけども、

都市計画区域外であっても造成する場合は、先ほど議員言われましたように１ヘクタールとい

う基準がございます。したがいまして、市野々地区は都市計画区域外ですので、開発する場合

は１ヘクタール以上の場合は協議が必要となっております。 
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 さらに、太陽光につきましては、現在和歌山県のほうで太陽光によるトラブルがかなり地域

で発生しているということで、県としては何らかの対策をとらなければならないということ

で、まだ具体的には決まってないんですけども、そういった指導要綱等が今後作成されるとい

うふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 県もそういうことを検討しているというのは初めてお聞きしたんで、県下

で先駆けてそういうことを県に準じて対応していただけたらと思います。余談で太陽光の話が

出たんで、浜ノ宮でも国道の端で太陽光の施設の工事が行われてますけど、あそこも本当に調

整池とかをつくるのが後になって、削るほうだけ先にやったから国道に濁り水が流れ出て、ど

うも会社は大分怒られたという話を聞いたんですけども、いまだに雨が降るとあそこどろどろ

してるんですけど、だからそういうことが、開発する前にはまず先に調整池をつくりなさいと

いうようなそういう規制があったらそういうことにならないんですけど、だからしっかりとそ

ういうものに、県が考えてるということなんでうちの町もぜひそれに準じた対策をとってほし

いと思います。この市野々の切り取り工事の件については、以上にさせていただきます。 

 ２点目の質問に移ります。 

 これは、南紀園……。 

〔11番森本隆夫君「11番、議事進行」と呼ぶ〕 

○議長（中岩和子君） はい。 

○１１番（森本隆夫君） 議事進行でお願いします。 

 今７番議員の一般質問でありますけども、この件名は南紀園の現状についてと、こういうこ

とであります。要旨は町長を通じて管理者の太地町長に改善を求めると、こういうふうな要旨

です。 

 そこで、これは一般質問というのは町の全般的な事務に関するもんだと僕は理解してあった

んですけども、ですけども議長はこれを許可したわけですから、議長の見解を聞かせてほしい

んです。ということは、この南紀園は東牟婁新宮老人施設、老人福祉施設云々とかという組合

なんです。組合の議員は町長が議長で、議会は町長が議長であんたは議員なんです。そして、

その方々に委ねてるんです、この運営については。ですから、そこへ我々のことがやれるんで

すか、この一般質問でという見解を僕は持ってるんです。せやから、あんたが認めたわけです

からあんたの見解を聞かせてください。大丈夫ですか、認めて、許可して。 

○議長（中岩和子君） 町長を通じて管理者の太地町長に改善を求めるというて、町長に対しての

要望として捉えてあるんですけど。 

○１１番（森本隆夫君） そんなことできるはずないんよ、我々が。部外ですから。あなた方に任

されてあるんです、あっこの運営については。ほいで、議長であって、あんた議員やない。 

〔「議長、ちょっと休憩して。休憩して戻ってくる」と呼ぶ者あ

り〕 
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○議長（中岩和子君） ちょっと待ってください。うちのほうからも、うちの町からも補助金を出

してあそこは運営されてるんで……。 

○１１番（森本隆夫君） それはわかってある。その負担金は云々というなにだったらわかるんで

すけども、それは予算、決算のときにどうして算出するんな、ほんで全体はどんなんなって聞

くのはわかるんです、それはできるんです。以外のことで、このことについて運営について

云々ということはできんのです、我々は。あんたも太地の一部組合もやったでしょ、あれも

我々５人出てるんです、我々のメンバー。ですから、こっからやれんのですよ。そして、新宮

周辺組合もあります、新宮市、東牟婁の。あれも議長と町長が出てるんです。それでも、こっ

からここへ質問することはできんのです。その負担金についての云々は予算、決算のときには

言えるんですけども、こういう場では僕はいかんと思います。これは議長の見解を、議長がこ

れをもろたときに本人と何も話してないんですか。聞いてないんですか。それであなたええと

思ったんですか。それは間違いですよ。 

○議長（中岩和子君） 失礼しました。私の捉え方としまして、南紀園については町のほうから補

助金も出しておりますんで、その内情について町長に聞く分にはやぶさかではないかと思って

許可をしましたですけど……。 

○１１番（森本隆夫君） それは違うってよ。 

○議長（中岩和子君） もし間違いでしたら、訂正させていただきます。そのことを調査しますの

で、調べてみますので、休憩します。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              14時38分 休憩 

              15時02分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 貴重な時間を申しわけございません。この件につきましては、一部事務組合の事務につきま

しては町の事務ではないとの見解と、構成団体が応分の負担等を伴うことから質問できるとの

見解がございます。今回につきましては、７番議員よりこの件につきましては慎重を期して取

り下げるとの申し出がございましたので、議長としては今後この件について調査、検討をした

いと思います。 

 ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） それでは、今議長の説明のとおり２番目の質問については割愛をさせてい

ただきまして、３番目の透析患者さんたちの声にどう応えるのかという質問に移らせていただ

きます。 

 ですけど、ちょっと持ち時間がわからなくなったんですけど、どんだけですか。 

○議長（中岩和子君） 30分。あと30分。 

〔「はい。あと28分」と呼ぶ者あり〕 

○７番（曽根和仁君） 午前中の質問の中にも若干触れていただきましたが、12月８日に町立病院
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内で、今後新病院において透析がなくなるという趣旨の患者さんを集めての説明会を持たれた

んですね。私も出席をさせていただきました。これについては病院の事務長よりそのとき説明

があったわけですけど、私厚生の常任委員会に所属してますけど、あくまでも新病院という位

置づけで質問をさせていただきますので、御了解いただきます。 

 それで、当日の説明会は午前中の津本議員の質問にあったように、皆様は何らかの今後の相

談があると思ってお集まりになったんですけども、実は出席してみたら一方的に廃止の説明と

いうことで、皆さん非常に立腹されてかなり厳しい質問が相次いで、結局２時間のほとんどが

患者さんからのかなり怒った質問に費やされてたという印象を受けるんですが、ただその唯一

の希望は、２時間の最後の部分で、患者さんからもうこれで一番最後の説明会にしないでくれ

と、やはりもう一度継続して説明会を開いてほしいという要望に対して、町長は、小さな声で

したけどもう一回やるということで担当にも指示をしたと思います。そのように私は受け取り

ましたので、それだけまず最初に確認をしたいんですけど、町長、もう一度あのような会を開

催してくれるというあの約束は本当やということで確認をいただきたいです。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 あの説明会でもまた改めて御理解を求めていただきたいと町長も申しておりましたので、そ

の旨、内部でも検討して、患者様の皆様に御理解を求めていただく機会をまた設けていきたい

と考えております。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 非常に微妙な発言です。御理解を求めるための会合というと、また今廃止

の説明の会合としてとれるんですけど、多分あそこにいらした方は、そういう流れになるやろ

うという思いは抱きつつも、ひょっとしたらの可能性も込めてもう一回開いてくれると思って

帰られた方もいらっしゃると思います。あの中で、一方的に廃止というんじゃなくて、もっと

具体的に検討、理由がわかるような、これこれこういう理由でというなそういうのが私の印象

ではなかったんで、だから全く同じ説明会をもう一度開くんじゃなくて、より丁寧な説明にな

ることを希望をしております。 

 それで、その後に、火曜日でしたか、新病院の建設の特別委員会が持たれたと思うんです

が、そこでも当然議論になったと思うんです。委員の皆さんからは私聞いてないんですけど、

町長は臨席しなかったということなんですけど当然それについてのやりとりが持たれたと思う

んで、委員の皆様からどういう意見があって、それに対して当局はどう返答したかをかいつま

んで説明してください。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 先週の12月11日金曜日の新病院建設調査特別委員会のほうで、先ほど議員おっしゃいました

12月８日に開催しました新病院における透析部門の廃止についての患者様の説明会について御

報告をさせていただいております。 
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 初めに、概要を私のほうから説明させていただきました。患者様に対する説明会が大変遅く

なったことについておわびを申し上げさせていただき、次に町長から透析専門医の常勤確保が

非常に困難で見込めないこと、また建築費の高騰による事業費の増大による建物規模の縮小に

合わせて診療機能の縮減をしなければならなくなり、町長自身が重い決断をしたことをお話を

させていただいたこと、それとその後患者様から御意見、御質問をしていただき、結果として

は患者の皆様全員には十分な御理解をいただけなかったと当方は受けとめておりますという旨

を御報告させていただきました。 

 その後、透析部門のことにつきまして、委員会の委員の皆様からいろんな御意見をいただい

ております。まず、透析患者の患者数の減、減っていった原因はということに対しまして、当

方では、先ほど言いました常勤医を確保できなかったことが一番の原因と考えておりますとい

う旨、それと県内の透析専門医がふえる見込みはないのかという御質問に対して、医大のほう

の医局のほうでも医局員の確保に非常に苦慮していると聞いておりますというお答えをさせて

いただいております。 

 それと、大きくはあと透析廃止についての委員会の説明につきまして、当方といたしまして

は、新病院の診療科における表現の中で透析について明確に表現できなかって、委員の皆様に

誤解を招いていたということについておわびをさせていただいております。あと、最終的な決

断は、院長初め相談して町長のほうで最終決断をさせていただいた旨を報告をさせていただい

ております。それと、透析患者のもし廃止になったときの対応につきましては、近隣の透析を

専門としているクリニック、診療所のほうに御紹介をさせていただきたい旨も御報告をさせて

いただいております。 

 あと、これは委員長からの提案で、町内の民間病院等に透析部門を診療してもらえるような

打診はできないかということに対しましても、設備投資が非常に必要な部門でありますので、

その点は難しいと考えておりますとお答えをさせていただいております。 

 大きな点ではあれなんですけども、あと最後に、議長初め委員長、それと委員の皆様から、

町民に対して誠心誠意な対応を、それと委員会としては患者にできる限りしっかりした説明を

求めていくということ、それと最後まで透析継続を諦めずに頑張ってほしいという御意見をい

ただいております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 丁寧な説明ありがとうございます。よくわかりました。私、今ここで透析

の部門の説明してますけど、あくまでも私個人の意見で、やはりこの議会には新病院の建設の

特別委員会がありますので、そこでの協議というのを私も尊重したいです。やっぱりそこの委

員の皆様から、継続なり町内の業者で受け持ってもらえないかというそういう提案もあったっ

て言いましたけども、とにかく町立で維持するなり町内でという委員からもそういう要望があ

ったということなんで、それで当然８日の町民、患者さんからもそういう要望があったんで、

次にもう一回開く会が全くの廃止の会で本当によろしいのかなと。万が一、仮にそうなるんだ
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ったら、特別委員会で２回でも３回でももんで、特別委員会の委員さんでもそうかと言うよう

な理由で委員を納得させてからでないと、やっぱり患者さんにも説明がつかないんじゃないか

なと思うんです。 

 それで、一個疑問なのは、町長８日の説明会のときに、自分は新病院、町民のために透析部

門を何とか残せないかというてぎりぎりまで検討したと。山本院長も同じようなことを申し上

げてたんです。だけども、もう苦渋の決断で廃止せざるを得ないということになったんですけ

ど、どの時点で、何月というのは言えるかどうかわからんけど、大体どの時点で、あるところ

まではつくろうとしたけどあるところからもう諦めたということになると思うんですけど、ど

の時点でそういう判断をされたんですか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） それは、今設計の段階でいろいろとスペースがとれるかとれんかという問

題が、最終確認申請をいくところまでする時点ですので、この８月から９月に、議会が終わっ

て、で、議会のときに病院に対する経費の節減を強く決議されたということもあって、なかな

かそういうところまで波及できないだろうなあというところで、私はその時点でもう断念せざ

るを得んのかなということは、自分自身では答えを出しておりました。 

 そういう中で、今回の説明というのは、私ももっと早い時期に担当のほうに指示して説明を

行えばよかったんですけれども、なかなか日程的なものというのは、皆さんに言われましたら

言いわけをするなということになるんでしょうけれども、そういうことで当然時期がずれてい

ったということに対しては私も申しわけないと思って、この間の説明会ででもそういうおわび

をしたところでございます。 

 そういうところで、８月、９月の間で考えていたところ、そういうことだったんである程度

やむを得ないなということで、ただ将来的にもしいろいろと事情が生じてきたときには、うち

が受け持たんなんというときには、病院の経営とかいろいろなことを鑑みて別棟で建ててそう

いうことも可能かどうかということは今後の課題というのはしていきたいということは常々言

っております。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） ８月、９月といったらもう本当についこの間までなんですけど、今この間

の８日もそうですけど、今のただいまの町長の説明でもちょっと矛盾する説明だと思うんで

す。今、議会が予算を非常に絞ったということなんですけども、一方では専門医の派遣が得ら

れないからと。じゃあ、仮に議会がじゃあいいよと、透析部門を維持するためにもう少し予算

を使ってもってなったら、じゃあ和医大を説得できるんですかということになります。町長

の、議会が予算云々というと、矛盾すると思うんです。一方で先生が派遣がというと、それや

ったら専門医がないからなくさざるを得ないというたら、幾ら予算を議会がつけようが和医大

から先生が来なかったらできないということなのか、相反する説明です、整合性がないです

わ。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 
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○町長（寺本眞一君） もちろん、その医師の派遣がないということも含めて、そういう判断をし

たわけでございます。議員おっしゃるように、我々は委員会で、特別委員会というのは目的が

何かというと、よりよい病院をつくるということをもってその委員会を設立されてると思うん

であります。そういう委員会でいろいろなことを、透析がどうこうというような議論が私のほ

うに届いてこなかったというのもあります。ただ、私のほうに届いてくる議論は経営はどう、

将来財政負担はどうというようなことについては来ましたけれども、そういうところは一番、

議員……。 

〔１番荒尾典男君「議事進行」と呼ぶ〕 

○議長（中岩和子君） はい。 

○１番（荒尾典男君） 済みません。私、今新病院建設の委員長をさせてもらってますけど、新病

院のほうに透析をしないという話は今回初めて来たばっかりです。一回確認のために新病院建

設調査特別委員会を開催させてもらっていいですか。 

○議長（中岩和子君） 休憩します。確認していただきますので、それでは新病院の委員の方、来

てください。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              15時18分 休憩 

              15時34分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 先ほどの私の答弁で、８月、９月というのは勘違いと言うたらおかしいん

ですけれども、最後まで透析ということに私こだわってましたので、その辺ぐらいまで意識し

ていたということで、実際上は今担当のほうから聞いたときに、３月のときに予算を見送った

と、で、５月でいろいろな経費の節減をということで135床から125床、そのときに透析の廃止

もあわせて言わせていただいていると。そのときに苦渋の決断はしたんですけれども、私とし

ては最後まで何とか残せないかなという、夏ごろだったと思うんですけど、病院のほうに行っ

たときには、それで透析の医師の派遣というのは難しいと言われることがあったんで、それは

もうやむを得ないなと。そのときに、いろいろともう思いはずっとそういうふうにして透析が

あったというのは私の持論からしてもずっと考えておったので、最終的に私の決心がついたの

は、最終的なプロポーザルで組みかえができないというところで諦めたと。ただ、医師の派遣

というのは当然なくなってるということもありますけれども、眼科みたいに週１回のところを

何とか探し出せれないかとかというのも常々考えておったところで、そういう結論になった。 

 担当のほうとのすり合わせというのは、なかなかそういうところでしっくりうまく意思の疎

通ができていなかったというのは、私の落ち度かと思っております。そういうことで、最後ま

で、私透析の患者さんのところで説明したように、本当に諦めきれなかったというのが事実で

ございます。 
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○議長（中岩和子君） 番外病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） 先ほど、町長の発言があったかと思うんですけど、先ほどの私のほ

うのお答えにもありましたように、特別委員会のほうに対しましては、新病院の新たな診療科

についての表現はさせていただいてましたが、含まれていない診療科について明確な表現をし

ていなかったことは認めさせていただき、おわびを申し上げた次第でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ７番曽根君。 

○７番（曽根和仁君） 私の質問でいろいろと時間をとらせてしまって、けど議場の発言というの

は本当に公式の記録に残るものなんで、やっぱり正確を期すためにこうして慎重に時間をとっ

て精査していただくのはよかったと思います。 

 今わかったように、町長はぎりぎりまで悩まれたと。ほんで、病院事務長の説明のように委

員会には明確に透析がなくなるという説明がなかったということを考え合わせると、やはり町

長、一人で悩まないでください。特別委員会というのがあるんで、そこへ投げかけて、何とか

残したいんだけど委員会としたらどうやろかというのを投げかけるというのも方法だと思うん

です。特別委員会と当局で一緒になっていい病院をつくるために考えていただきたいんで、だ

から繰り返しますけども、もう一回、１回でも２回でも特別委員会でその存続の可能性という

のを審議してほしいんです。 

 出席者、元役場のＯＢの方、塩﨑さんですか、患者で来てらしたけどもいい提案をされたと

思うんです。仮に病室をちょっと減らして透析を残した場合に、じゃあどれぐらい余計に建設

費がアップするか一回はじき出して、それで一回検討してみいよという提案があったと思うん

で、全く無駄じゃないと思うんです。それとあと、見込める患者数の増減と対比して、それで

もだめなのか、それやったら何とか可能性があるのかという、もうぎりぎりまで八方手を尽く

してもだめだとか何とかいけるという、そうやって最終結論を出していただきたいんです。 

 それで、参加者の中で言葉が心に残ってるんです。ヒューマニズムの問題だからということ

で、しきりと訴えてる患者さんいましたんで、医は仁術なりというような古い格言もあります

ので、その辺を踏まえて新病院の建設に、今後特別委員会と慎重に審議をして臨んで、そして

最終その結論を患者さんに提示するという方法で進んでいってほしい。それで、我々もその意

見には従うつもりでございます。 

 そして、きょう出席されてない山本院長にもぜひその旨お話をしていただきたいと思いま

す。 

 以上で私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（中岩和子君） 曽根議員の一般質問を終結します。 

 休憩します。再開３時45分です。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              15時40分 休憩 

              15時44分 再開 
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            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、９番亀井議員の一般質問を許可します。 

 ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） ３点ほどの件名で質疑をさせていただきます。 

 質疑に入ります前に、私今回初めての一般質問になります。何分にも常任委員会の私の所属

する分野にも入ってこようかと思いますが、町長に行政執行の手腕ということでお聞きします

ので、お許し願いまして、また答弁は簡単な説明で、慎重な前向きな御答弁を賜りたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 まず１点目の町長の行政執行の手腕についてお聞きします。１点目、第９次長期総合計画の

作成についてでありますが、少しお聞きします。 

 去る12月３日、長計審議会が開催され、素案の公表と審議がなされましたが、委員の皆様方

には多忙にもかかわりませず審議会はもとより15回もの分科会を経て、来年１月には第４回、

第５回の審議会で町長に答申するとのことでありますが、そして３月議会で議決を得た上で完

成とありました。この報道がございました。 

 当局は、この議会の議決を経るためにどのような上程を考えておられるか、その点をお聞か

せください。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画につきましては、答申を受けた後、３月議会で

議会の議決を得ることを考えてございます。総合戦略につきましては、特に議会の議決のほう

はないんですが、議会のほうに報告させていただきまして、どのような形で総合戦略を進める

かということを報告させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 総務課長、今私聞いたのは総合戦略のことではなしに、長期総合計画の

第９次の議会の議決の必要と、です。その提案、上程は、いつもどおり議運がなされて告示し

て、それからの議案提出になるんですか。その点をお聞きしてるんです。議案ではなしに上程

の仕方。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 他の議案と同じような形で、告示したときに提出させていた

だきたいと思っております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これ、審議会委員の皆さんが慎重審議にされた中での答申された内容を

尊重する中で、当初といえどもその議案配付は１週間前ぐらいになります。まして３月議会、

当初予算がある中で長期総合計画の、この計画がそういった時期に議会へ出されて、議案よろ

しく御可決のほどをといった時間的に非常に短い間に、私どもは当初予算も見なければならな
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い、また長期総合計画の膨大な基本構想等の審議について余りにも時間がなさ過ぎると思うん

です。ですから、２月に答申を得ておろうかと思いますが、これ３月議会ですんなり議決する

ためには議会への説明、長期総合計画の説明等をしていただく機会は持ってもらえないんです

か。でなければ、きょうも５番議員があれほど１人で約１時間の質問、長計の８次の質疑をし

ました。１回の審議でそれだけのものをやったら、皆さんが時間をかけた委員、この長計を、

我々議会が軽率に議決するわけにいきません。やっぱり審査時間も十分いただかなければでき

るものではありません。ましてや、先日可決になった過疎地域自立促進計画とは中身が違うと

思うんです。今後、５年間、10年間、基本構想なりにのっとった我が町の進むべき道をあらわ

した長計です。それをすぐに、説明もなくただ単に議案として出されて議決というのは非常に

私は疑問に思うんですが、その点いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画の議案をさきに出してほしい、説明してほしい

ということかと存じます。事前審査に当たるということもございますので、一度検討させてい

ただきまして、ただ内容につきましては、議員さんおっしゃるとおり重要なものでございまし

て広範囲にわたるものでございます。私どもといたしましては、町長から諮問して答申を受け

た長期総合計画の審議委員さんのプランでございますので、できるだけそれを尊重したような

形で議決をしたいと思っておりますので、その時間があるのであれば、私どもも考えさせてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） ぜひとも、今総務課長の答弁のあったように、事前審査ではなしに、当

たらないような形で、議長にもお願いしたいんですけども、このままでしたら恐らく長計を製

本を読破した中で質問という時間はありません、我々にとっては。徹夜で当初予算もやりこれ

もやりってやっていかなんだら、その１週間でこれだけの勉強せいというて、非常に僕の頭で

は無理だと思います。ですから、事前審査ではなく、議員に内容を、この長計の基本構想等を

話をお聞かせしてもらって、議会ですんなりと議決できるような方法をとっていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 議員さんおっしゃるとおり、長計は非常に町の将来をかけて

つくっていただいている総合的な指針となる計画でございます。できるだけ時間を早く議員さ

んのほうにも提出させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

〔９番亀井二三男君「よろしくお願いします」と呼ぶ〕 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 済みません。そんな中で、今本町が策定しようとしているまち・ひと・

しごと創生の総合戦略について、先ほどもあったように、報道でもありますように、10月に完
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成予定とか言ってますが12月にも間に合わないという中で、現在の進捗はどのような状況であ

るか、お聞かせください。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 総合戦略についてのお尋ねでございます。国と同様に県、そ

してまた市町村におきましても総合戦略市町村版をつくります。本町におきましても、和歌山

県の一地域といたしまして県の総合戦略に基づきまして、先ほどもお話が出ておりましたが５

項目の基本的な項目につきまして指針を定めております。そしてまた、人口ビジョンにつきま

しては、2060年には人口は6,000人台となると言われております。活力ある那智勝浦町を維持

するために8,000人台を維持することを掲げまして、出生数の維持、それから毎年平均30人の

転出抑制、転入促進のこの２点に着目をいたしまして、各種分野において横断的な施策を、長

期的な素案でございますけれども、それぞれ基本項目で事業を上げてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今説明がありましたような、国、県等のビジョンも踏まえてとあります

けども、果たして国、県の５項目に本町値するものが果たしてあるんかどうかも後で尋ねます

けども、この前行った３日の長計審の冒頭、長計審の会長が冒頭、長期総合計画は現在策定中

の地方版総合戦略や国土強靱化とともに進めていかなければならないということを言われてお

ります。その点、総合戦略のおくれが長期総合計画の策定に響いてこないんですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画と、たまたまですけども国の総合戦略の策定、

私どものこの事業計画と重なっております。同じ５年間でございます。長期総合計画について

は予定どおり進んでございますけども、総合戦略については若干幅が広いところもありまし

て、しかも本町でやるにはこの５項目をどのような形でやっていくのかということも検討して

いかなければなりません。その点で、若干やはりおくれが出てきております。ただ、計画とい

たしましては長期総合計画は大きな町の指針となる計画でございまして、その次になるものが

事業計画とかそういうふうになると思うんですけども、この総合戦略につきましては、国が打

ち出しております地方創生やとか人口減少に対応するために町がするもので、そちらの方面か

らつくる実践的な実施計画と考えてございます。ですから、長計があってからまたこちらのほ

うをやっていくということで、それと策定がちょうど長期総合計画と重なっているということ

で、長計の委員さんからも意見を聞くことができます。そしてまた、私ども担当者とコンサル

会社が同じ会社ということで、そこらあたりでは担当者の指示のもとで長計との連携ともスム

ーズにいくんじゃないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今、長計委員さんからもいい意見を聞いて、この総合戦略策定にも使え

るんじゃないかという答弁だと思うんですけども、審議会長はこの総合戦略とともに長計を進
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めていきたいと、これ長計が先ですか、総合戦略が後になるんですか。これをまず１点聞きま

す。 

 それから、県が長期ビジョンを出している中で人口減少ペース、先ほど総務課長、本町のこ

とを言われましたけども、県は今現在約96万人ほどの人口から2060年には50万程度にまで減

少、激減する見込みということをうたっておりますが、これを70万人に食いとめる、確保する

必要があるとした総合戦略、５つの柱です、これがなされておると、これは県の構想です。そ

れに伴った、先ほどの総務課長の説明のとおり本町もそれに従ったと思うんですけども、本町

も今現在１万6,400人ほどの人口から、2060年には6,326人と細かい人口の推定になって、これ

を町は8,825人を目標に定めているというようなことがありますが、この根拠、これは単なる

県の数字からコンサルが割り出してきた数字だけではないんですか、この根拠はどんなんです

か。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 長期総合計画と総合戦略については、本当に議員さんがおっ

しゃいますとおり同時に進めるべきものと考えてございます。しかし、若干総合戦略のほうが

おくれております。調整もおくれてきております。 

 そしてまた、人口の設定でございますけども、これにつきましては県のほうも設定をしてお

りまして、私ども那智勝浦町につきましてもコンサルとともに町の人口推計をしてございま

す。県がもしこのような形で総合戦略をやっていくのであれば、町もそれに伴って町としてそ

の部分を担って総合戦略をやっていかなければならないと考えております。その数字が

8,000人台を維持するという数字となってきてございます。そのためには先ほども申し上げま

したが、２点の着眼点、出生数を維持すること、それと毎年平均30人の転出抑制と転入促進を

図っていくと、この施策を行っていくということで、いろんな分野でどのような事業ができる

か検討をしております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） わかりました。本町も少子・高齢化が進む中、2060年という先のことを

見据えた中では非常に困難な数字だと思いますが、これもそういった目標達成に向けての努力

を、町長初め当局側、また議会にも提案していただきながら進めて確保するように努力してい

っていただきたいと、かように思います。 

 次に、２点目として、安心・安全なまちづくりに対する防犯対策についてお聞きします。 

 近年、全国的に子供たちが誘拐等人命にかかわる犯罪に遭遇しているニュースが、各方面か

ら数多く見られ、聞かれます。 

 そこで、まず教育長にお伺いしますけども、本町の園児、小学生の通園、通学路等の安全対

策はどのようになされておられますか。 

○議長（中岩和子君） 教育次長下君。 

○教育次長（下 康之君） お答えいたします。 



－103－ 

 学校あるいは通学路における安全確保について御質問いただきました。小学校におけるもの

でありますが、登下校時の見守りといたしまして、これは県下全域の取り組みでございます、

通学路セーフティーネットの日というのを定めております。こちらは年６回、６回というのは

６月、７月、９月、11月、１月、３月でありますが、それぞれ最初の登校日になりますが、こ

の日に保護者、教員、地域の皆様に御協力いただきまして、登下校時の見守り活動を行ってお

ります。 

 それと、次はことしから始まったことでありますが、本年２月に紀の川市で小学５年生の児

童が殺傷されたという事件がございました。それを受けまして、これは和歌山県警からの呼び

かけということになりますが、ことしの７月から毎月１日と15日の主に下校時になりますけど

も、見守り活動を実施しております。こちらも、各学校において教員、保護者、地域の皆様が

街頭に立ちまして、児童の下校時の安全確保に努めております。 

 その他、宇久井小学校では不定期に地域の皆様が街頭に立っていただいております。そし

て、市野々小学校では、これは毎日になりますが、こちらも地域の皆様が街頭に立って見守り

をしていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今の、見守り隊といいますか、そういった中で７月から１日、15日とい

う生徒等の通学のことで父兄に御負担をかけながら見守っていただいておる。しかしながら、

各小・中でばらばらであると。やはり市野々の小学校のように毎日立てるぐらいの活動をして

いただければと思いますが、車道等の、また交差点での見守り、誘導等、特に必要だと思いま

す。今後とも、こういった児童の安全を守るべく対策をよろしくお願いしておきます。 

 ほんでまた、学校内、また通学、通園等々の場所においての防犯カメラ等の設置はどのよう

な形で、あるんですか、ないんですか。 

○議長（中岩和子君） 教育次長下君。 

○教育次長（下 康之君） お答えいたします。 

 防犯カメラにつきましては、町内の小・中学校では那智中学校にのみ設置されております。

こちらは、那智中学校の職員室にモニターを置いて、例えば校庭であるとか校舎の裏側、そう

いったところを監視というのは言い方悪いですけど、見ることができるようにしておるもので

ございます。その他の学校には今のところ防犯カメラの設置はございません。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これも、那智中にやっておりますという胸を張って言われましたけど

も、那智中は最近の建設です、それは最近それをやるべきとして当然やったと思うんです。や

はり、ほかの小・中学校もそれに見習った防犯対策をやるべきことやないんですか。これは、

これから先も新築、またやっていきながらやりますということで、新築したものだけをやっ

て、あとはそのままで残していく、また建てかえたときにつけたらいいと、そういう問題やな



－104－ 

いと思いますんで、今後とも子供たちの防犯についての防犯カメラの設置等々、各小・中学校

考えていただきたい。お金もかかることですんで、余り私も言いたくないんですけども、やは

りそれを考えていただきたいと思います。 

 それから、教育委員会だけではなしに、本町観光立町の町であります。この本町において、

防犯対策として、観光客が多い町であるがゆえに守るべき安全対策として、町内各所での防犯

カメラの設置等は行政では行っておりますか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 今年度、新宮警察署管下の防犯協議会の協力を得まして、Ｊ

Ｒの紀伊勝浦駅に防犯カメラ、これを設置することとなっております。現在、その設置場所に

ついてＪＲと協議をしております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） ＪＲ勝浦駅に設置ということですが、ほか、その周辺には観光協会なり

旅館組合なりいろんな団体もある中で、ほかには行政としては考えておらないというわけです

か。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 当然、今防犯カメラの設置がかなり多くなってます。安全上

もう必要になってきてるというのが現状かと思います。町内におきましても、バスターミナル

とか商店街とか必要になってこようかと思います。子供の通学路に関しては教育のほうでとい

うことになろうかと思います。しかし、まず１カ所でも設置して、今後また検討してまいりた

いと思います。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 検討の結果、いずれまたお聞きします。 

 昨日も、町内放送で天満地区の御老人が一時行方がわからなくなったという放送がございま

した。それからすぐに無事発見されたという放送もございました。家族の方も安心したのだと

思います。また、一昨日の新聞では、三重県の御浜町の中学生が先月から行方不明との報道も

ございます。さらには、岩出市の中学生が校舎から転落、幸い目撃者がいたために事件、事

故、そこら辺が目撃者がいたということがございます。これらの事案は、他山の石として捉ま

えるのではなく、やっぱり安全・安心なまちとして欠かせない、これからの私たちの那智勝浦

町として重要な課題と考えておるでしょうか。最後に町長の御答弁。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 今、欧米化した犯罪が日本で頻繁になってきております。その中で、都会

地では角々には防犯カメラを設置というのも見受けるところでございます。総務課長はちょっ

と控え目な返答を、検討していきますということだったんですけど、部署的には担当課と設置

を整備していく上ではどこらがいいかなというと、臨海線に１つと、水道課の建物のところが

また３差路、もしくはターミナル、漁会付近という、ここを押さえておけば中の犯罪というん
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か入ってくるのも皆チェックできる、ただそのときにそのフィルムというんですかデータをど

こが管理するか物すごいナーバスな部分がありますので、そういうところもこれからどうやる

べきかということも検討していかなければならないのかなと。ただ、議員もおっしゃられるよ

うに資金の問題がありますので、その辺についてどういうふうな整備計画を立てるかというこ

とを、これからの課題としては考えなければならないのかと、そのように考えております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 総務課長より町長の前向きな発言、御答弁ありがとうございます。 

 次に、３点目としまして、空き家等対策についてお聞きします。 

 これはことしの９月の新聞だと思いますけども、和歌山県がこの９月18日ですか、県景観支

障防止条例に基づいて那智勝浦町の勝浦の木造２階建ての住宅を撤去もしくは改善するよう所

有者に命令を出していますが、この措置の期限があと４日なんです。この進捗はというか対応

は町は聞いておりますか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 ただいま議員御質問の、和歌山県条例、通称支障景観防止条例の件でございますが、これに

つきましては平成24年１月１日に施行されております。町内で１件、平成24年12月に区長が代

表となり周辺住民の署名を集め県へ申請書を提出しております。 

 現在、議員から説明があったとおり和歌山県のほうから所有者に対して改善勧告を出し、さ

らに改善命令を提出しております。改善命令の期限は平成27年12月18日でございます。改善が

なければ行政代執行を検討するというふうに、県のほうから聞いております。県の担当者が、

所有者に対し幾度となく改善の説明を行っております。さらには、建設課も同行し所有者に対

し改善の説明を行っておりますが、所有者からの答弁といたしましては改善する費用がないと

いうことの返事を伺っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これも県が対応してもらうものとして何らかの措置または改善策が出て

こようかと思いますが、それ以外に国の特別措置法に値する特定空き家等は本町にまだほかに

あるかお聞きします。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 議員御質問のありました空家等対策の推進に関する特別措置法というのが、昨年国のほうで

公布され、ことしの５月26日より施行されております。全国で820万戸の空き家があるという

ふうに報じられております。措置法の内容につきましては、まずは空き家の調査、それから空

き家のデータベースの整理、さらには対策を行うという法律でございます。 

 空き家の中には、議員御指摘のとおり特定空き家といいまして倒壊等著しく保安上危険とな

るおそれのある状態の物件を特定空き家というふうに位置づけしております。ただし、本町の
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現在の進捗なんですけども、法律が既に施行されておりますが、県内同様になかなか法律どお

りの調査は進んでおりません。現在、和歌山市だけがこの措置法に基づいて調査を行っている

というふうに和歌山県のほうからお聞きしております。県内では、各担当が担当者会議を三、

四回、開いて常に情報交換を行っております。今後、この法律に基づいて本町も取り組みを進

めていかなければならない状況でございますが、具体的に来年度から行うというところまでは

まだ至ってないのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 昨年、国交省が危険な空き家の判断基準を盛り込んだガイドラインの作

成に乗り出して、ことしの５月末までに市町村に示すというようなことがありますが、これは

市町村という我々の町にもガイドラインは出されておるんですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） ガイドラインにつきましては、一応特措法の内容、さらには今後進め

ていかなければならないというようなまさしく目次だけでございまして、具体的な内容の部分

にはまだ達していないのが事実でございます。 

 それと、先ほど答弁の中で漏れたんですけども、あくまでも民間団体の調査結果ですけれど

も、那智勝浦町におきまして約25％の空き家があるというデータが出ております。ただし、こ

の空き家の定義につきましては、実際に人が住んでいない居宅を空き家というふうに判断して

おりますので、その中で約25％が空き家として存在しているという、これはあくまでも民間の

資料でございましてそういうデータは町のほうでは確保しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） これは、今和歌山市のみこういった特定空き家等のことに取り組んでる

ということですが、和歌山市のみならず本町においてでも空き家、観光立町として壊した住宅

等を置いておくのは非常に目立っておると思います。そこで、今後空き家等の適性管理に関す

る条例なり、また空き家にしている理由、壊したいけど壊せない、更地にしたら固定資産税が

上がる、そういったものを含めて老朽危険空き家等に関する固定資産税の減免等々の関連条例

等をつくるような考えはないですか。 

○議長（中岩和子君） 税務課長久 君。 

○税務課長（久 章功君） 固定資産税の減免の関係で御質問を受けました。空き家対策の特別措

置法を、先ほど建設課長からお話がありましたが、27年５月26日から施行されたということ

で、その中の15条の第２項において、国及び地方公共団体は市町村が行う空家等対策計画に基

づく空き家等に関する対策の適正かつ円滑な実施に資するため、必要な税制上の措置その他の

措置を講ずることということになりました。これを受けまして、地方税法におきまして空き家

等対策に関する特別措置法14条第２項で、市町村の除去の勧告を受けた場合、敷地の土地につ

いて住宅用地特例から除外されるということで、固定資産の軽減がなくなるということになっ
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てございます。 

 以上のことから、特定空き家等について、市町村等の除却等の勧告をした場合６分の１の住

宅用地の特例がなくなるということで、先ほど説明したんですが、町において条例で除却等の

勧告をした場合に住宅特例がなくなるということで、地方税法で。町においても、除却等の勧

告をした場合の住宅用地について、住宅固定資産税の軽減をしようとした場合に地方税法との

整合性がとれなくなってしまうということで、今後除却等の勧告前、勧告後じゃなくて勧告前

に固定資産の軽減について関係法令との整合性はどうか、軽減措置は可能かどうかというのも

そこら辺を研究していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 済みません、時間も過ぎてきておるんで、質問はなるべく短くさせてい

ただきますので、説明を短くお願いいたします。もういいです。 

 それで、またこの特別措置法の中で、空き家等とはでただし書きで地方公共団体が所有しま

たは管理するものは除くということがございます。本町において、これも見逃してはならない

問題もあろうかと思います。現在使用されていない観光会館や宇久井のフェリー岸にある事務

所、また浦神小学校、下里保育所等々、使われていないもう恐らく廃屋になったような町有財

産はどのように対応して管理をしておるのか、これについて。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 不要といいますか、公共施設の中で使用にたえられないもの

につきましては、できるだけ処分していくのが方法かと思っております。しかしながら、予算

との関係等もございましてなかなか処分できない、さきの利用方法が固まればそのときに取り

壊しをかけて新たなものをという計画ができると思いますけども、今なかなか取り壊しだけ単

独でやるということは難しい状況となっております。 

 ただし、公共施設の管理の計画を立てるように県からも言われてございます。存続するもの

と、それから処分していくものときっちりと分けて管理するようにということも言われており

ますので、できるだけこのことについては研究していきたいと思っております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 存続するものと廃棄するもの等々言われますが、恐らく存続するものが

今後出てこないと私は思います。以前、平成21年か22年ごろに町長が１期目になったんかその

ころに観光会館の解体調査費というようなものが出されたというようなのは議会事務局のほう

でも聞いたんですけども、そういったものはあったんですか。また、その結果は使ったんか、

どんな結果だったのかお聞きします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） たしか予算を計上させていただいたと思います。未執行に終

わったと思っております。観光会館の中につきましては北浜の会館もございまして、同時に建

設することも必要となっております。それにつきましては、区民の皆様のまた御理解も得なけ
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ればなりません。その中で、なかなか取り壊しの予算を執行することができないということ

で、調査費も未執行に終わったと考えております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 恐らく、今残されたものを再利用するということになれば、考えるには

下里の出張所ぐらいになるんかなと私ども思うんですけども。浦神の小学校跡地の体育館はス

ポ少が使っていたら雨漏りした、直してくれ言うたら消防の検査通らんから使えん、そういう

ふうな形でほとんどが使えない状況になっておると思うんです。さらに、今後新病院の建設

が、建設し完成したならば今の天満地域にある温泉病院の跡地、大きな跡地、またクリーンセ

ンター等の建設等については天満の奥にまた新たなる古い建物が残ります。そういったものが

残りながら、町はこの特措法ではただし書きにより除外しますよということでそのまま残し

て、ほんで住宅個人の所有者に対しては古くなったさかい改善しなさい、何もかもしなさい、

こういう勧告は町としてはそこら辺も、正直私もわかります、金の要ることですんで、そうい

った部分を踏まえてこの町有財産の処分というのを考えていただきたいと思うんですけども、

先日総務委員会で総務課長からこの財政シミュレーションの中の説明をいただきましたが、こ

の中で財政健全化への対応と歳入の確保について、シミュレーションの中では効率的な町有資

産の運営、また町有財産の効果的な活用というようなうたい文句があります。ここら辺も、う

たい文句だけではなしにそういった大きな町有財産がある中で、より町が財産を確保できるよ

うな処分方法を考えて町並みを美しくしていく方法を考えていっていただきたいと思います。

もう答弁は結構です。 

 ただ、この残されたそういった物件について、今後建物自体が古くなって、鍵をかけてある

さかいに安全やと言っておるかもわかりませんが、これは犯罪の温床にもなりかねない建物に

なってくる可能性があります。そういった方のものも定期的な内部の建物の管理、また警備

等、点検等を常々行っていただきたいと、かように思います。 

 次に、グリーンピア南紀の件について、跡地利用についてお聞きします。 

 グリーンピア南紀跡地につきましては、私も十分ではないんですけども、平成17年４月に臨

時議会におきまして購入予算が議決されて同年８月に取得以来、中国企業との間で賃貸契約が

締結されて、また幾多の議会との協議の結果、平成19年12月をもって白紙に戻された。そこま

では私もわかるんですけども、その後、平成20年10月20日検討委員会設置要綱が制定されて、

同年11月から平成21年６月末まで公募をして株式会社湊組が推薦されたとあります。また、平

成22年８月26日、両町長名でこの協議の終了を湊組に通告したとあります。 

 その後についてお聞きします。その検討委員会設置要綱がまだ今残っておるのか、またほん

で検討委員会が存在するのか、それをお聞きします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） グリーンピア南紀の跡地につきましては、利活用の検討委員

会を太地町と事業を公募した経緯がございます。それにつきましては、湊組さん、県内の業者

さんとお話をさせていただいたんですけども、ホテル棟の活用が後になるということでござい
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まして、なかなか難しいものがありましてそのお話は消えております。 

 利活用の検討委員会なんですけども、その時点でもうなくなったものと考えております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） なくなった以降は、前回の９月議会までは、７月に国の10年経過を得て

国の縛りもなくなっていると聞いておるんですけども、９月の議会で12番議員が一遍質問され

たときには、今後とも太地町と協議していくという答弁であったんですけども、それ以降はこ

の９月から12月まで何もないんですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 以前にも私ども、中国系の企業とそれから県内の企業という

ことで活用のほうを十分させていただいたと思います。県内の事業者であってもなかなかこの

条件の中では、売買契約のほうの特約の、所有権が移せないという売買契約の中ではやっぱり

難しいというのが現状でございまして、この７月を過ぎてその契約が期限が来たことからまた

新たな利活用というのが考えられるようになってまいっております。ただし、本町につきまし

てはホテル棟ぐらいが利活用できるということで、那智勝浦道路よりも山側につきましてはな

かなか利活用がしがたい面もありますので、そのホテル棟につきましては太地町さんと一緒に

なって利活用を今後積極的に考えてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） このことにつきましては、太地町の領域が大半でありますので、太地町

さんの意見を十分尊重した上で今後とも跡地利用に努めてもらいたいと、このようにお願いし

ておきます。 

 次に、５点目で、町長お聞きしたいんですけど、本庁舎、先ほど長計のときであったと思う

んですけど、この庁舎は柱に根巻きしたり何やかんやしながら強度を補強しながらやって、最

近まだ中・長期的に建てる計画があるんですか、ないんでしょうか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 庁舎の建設でございますけども、本町はやらなければならな

い事業がまだありますので、建てたいという考えは持ってますけども今の計画の中には入って

ございません。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 建てたいという気持ちはあるけど金がないということですよね。なら

ば、この議会の３階、ここには昭和47年建設以来、あの当時の議員さん30名ほどおったと思う

んです。恐らく男性議員ばっかりだったと思うんですけども、そのときの今の議場がそのまま

だと思います。そこにはトイレが１カ所ということでやっておられますが、新宮市なんかは今

回市会議員の選挙で若い女性が当選されまして、今後議長に大変失礼なんですけども、我々の

中でも若返った中で女性が議会の場へ登用するというような機会もあろうかと思います。 
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 そういった中で、この議会に20年前から女性議員はおられるんです。その間、町長３期ほど

の議員活動もして議長もやってこられた中で、体験として他市町村からの視察等をここで受け

ますわね、そういったときの女性議員とか、また女性のほかの総務課なりの視察でもそうです

けど３階使いました中で女性が来られたときに、恐らく２階まで行ってもらい、１階まで行っ

てもらうというような対応をとっておると思うんです。これはまたきょうもたくさんの傍聴者

の方が来られておりますけども、女性の方も大変たくさん見受けられますが、このことについ

て、このフロアにも女性用トイレ、これ必要ではないかと思いますが、町長どのようなお考え

でしょうか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 議員おっしゃるのはもう重々御理解できますけど、ただトイレの場合は配

管ということになると、この中の位置でどこに抜いていくかということが、下水の合併処理の

ところまでどう誘導していくかというのがなかなか難しい面があるんかなと。そういうことが

クリアできるような方法、例えば今議員の控室のあたりをちょっと改修できればそういうこと

ができるんであればそういうところも、ただ今のところ予算上の計上というのは難しいんで、

行く行くはつくるんであれば議員控室の一部を改修せざるを得んのかな、ただそっから配管を

持っていくということになると、なかなかコンクリを剥いで配管を埋めていくということも難

しいですし、その辺も検討課題として我々としても将来に向かってできるような方法とか、ま

た議員も技術者でありますので、こういう方法があればというようなことがあったらまた御助

言いただければと思います。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 今、町長の説明の中で非常に難しいという中で検討課題としてという分

があります。また提案があればというふうに言われましたけど、まず私提案させてもらいます

には、今の便所の隣、湯沸かし場があります。あそこは水はけも防水もやっておると思いま

す。あのスペースでは女性トイレ１基は十分できると思います。それで、その湯沸かし場を議

員控室でするならば、配水管と給水管、給湯管ですか、その管３つぐらい抜くだけでほとんど

いくんじゃないんですか。そういったことを十分考えた中で前向きに検討してもらいたいと思

うんですが、いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 炊事場の配水管ていうのがどれだけのパイプが入ってるかというのが私も

わかりませんけど、通常50ミリぐらいなもんなんで、その辺がどうかというのもちょっと見当

がつきませんけど、その辺も調査なりをしてみたいとは思います。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 合併処理の中でだと思うんですけども、炊事場の配水管ではなしに、隣

のトイレの汚水管のほうへ接続するだけで十分対応できると思うんです。そこら辺、今町長お

っしゃったように検討ということは、私余り検討するという言葉は好きではないんですけど、

いつこの検討結果を見られるか、もうそのまま見過ごされていくんではないかというような気
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もしますけども、ぜひとも前向きに考えてやっていただきたい、そのように考えます。どうか

よろしくお願いします。 

 また、これは答弁は要りませんけど、私議員としての質問ですんで、この議会の議場の３階

のトイレをお願いしていますけども、女性登用ということでは消防署に対しましても、消防署

もやっぱり女性隊員とかいろんなことを国からの指示の中で女性登用をせいとかというような

ものが出てこようかと思います。そういったことも含めて、古い建物であるがために残してお

くというようなことのないように前向きに対応してもらわなければ、いつまでたっても明るい

前向きな行政になってこないと思いますので、よろしくお願いします。 

 さらに、次に移らせてもらいます。 

 ２点目ですけども、この宇久井地区の尾後地内、株式会社チスイの用地造成が今現在行われ

ておりますわね。この地につきましては、昭和40年代に飛行場をつくるとかの計画が持ち上が

って、周辺に競技場や球技場をつくる計画も持ち上がったと思うんです。 

 その中で、株式会社チスイが約115ヘクタールの田、山を取得したと聞いております。この

ときの、私役場に入った当初ですんで薄々思っておるんですけど、その後農地転用をめぐって

宇久井区の同意が必要となって幾多の協議の末、平成11年12月、区が同意した。以降、進捗状

況が悪く再度この同意が破棄されて、平成22年９月に再度同意をし直したということがありま

す。 

 その後、再三現地説明会が持たれて町道の復旧や調整池の確保、造成、盛り土の高さ等の明

記をした覚書が区、所有者、町との間で平成25年12月13日付で締結されておりますが、このこ

とは町長御存じですか。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） 締結されてるということは聞き及んでおります。どういう内容かというの

は見てませんけれども、聞き及んでおります。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） もうさらっと聞きます。この覚書の中、第１条には町道の復旧について

早急に着手しということで、最終期限として平成28年３月、本年度中に完了するということに

なってます。それから、盛り土の高さ等につきましては、平成30年３月末までに造成工事を完

了するということがございます。その点のことについての覚書の内容であります。 

 そういった経過を踏まえて、この造成をしていく中で、進捗状況、今の進捗はどんなもの

か、建設課長。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 議員質問のとおり、平成25年12月13日付で地元総区長、それと町長、宅造事業者の３名で覚

書で交わしております。内容につきましては、町道の復旧、調整池の整備、盛り土の高さを下

げる、この３点でございます。平成27年11月６日に地元区の役員さん並びに町、それと事業者

の担当者で現地を確認して、覚書の進捗につきまして相談をさせていただいております。 
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 結果から申し上げますと、覚書どおりの進捗はできておりません。町道につきましては、約

900メートル間の工事を予定しておりますが400メートル間しか進捗できず、なお側溝は未整

備、これの期限は平成28年３月末です。調整池につきましても、安全柵の柵が未施工、盛り土

の高さにつきましても、一部で下げた工事を行っておりますが宇久井区の希望の高さにはなっ

ていません。したがいまして、この期限内で覚書の内容の完了が不可能でございます。 

 町といたしましては、宅地造成規制法に基づく報告の聴取という項目がございますので、現

在この覚書を履行する具体的な期限、さらには工程について、事業者の会社の中で判断できる

役職の方に現地に来ていただいて、そういった今後の方針を説明していただくという準備を進

めておりまして、期限といたしましては、来年中旬を回答日として現地へ来ていただく準備を

今しております。それに伴いまして、会社の方針が決まり次第、地元総区長とも今後の進め方

について十分協議させていただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 時間延長を行います。 

 ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） それで、この11月６日に町と区と業者間で現地説明会が行われておりま

す。私もこれに立ち会ってもらわせておりますが、今課長が言いました町道延長900メートル

って言いますが、事業者に話を聞くと延長約２キロというような話をしてます、幅員４メート

ル。進捗状況は現在30％ほど、恐らく配水管の埋設と道路形態の盛り土等があると思います。

それから、那智の災害に伴ってあそこへ残土の受け入れをしてチスイは、大きな収益を得たと

聞きますが、盛り土高は区の協定書にもほど遠い10メートルほどにもなって、今現在低くして

いる状況であります。 

 そういった中、チスイに早く町道も盛り土対策もそれから調整池も進めてほしいという区の

要望をしたら、新宮の区のチスイの関係では、若い社員が僕ら言うても本社聞かんのですよ

と。済みませんけども行政のほうから、町長のほうから強く要望をしてもらえませんかという

ような弱音ともとれるものが出てきておるんです。ですから、チスイの本社ではやる気がある

のかないのかという、今建設課長が言った役員とはどこの辺の役員を充てるのか、やはり本社

に対して強くこの要望をされることを要求しますが、いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、現在のこの事業者の社長が当時の準備期間、平成11年にこの許可が出

てるんですけども、そのときのちょうど担当者が現在社長になっておりますので、状況等を一

番わかる方でございます。町としてはその方に現地へ来ていただいて復旧の工程を詰めたいと

思っておりますが、向こうの都合もあると思いますので、判断のできる方にこちらに来ていた

だくというふうに今も既に文書はつくっておりまして、発送の手前まで来ている状況でござい

ます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 
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○９番（亀井二三男君） 済みません。それでは、この２つ目の町道路線変更については時間の都

合上、飛ばさせてもらいます。 

 ３番目の、町管理の尾後川、県管理の長野川の改修進捗等について、今現在どのようになっ

ております。 

○議長（中岩和子君） 建設課長橋本君。 

○建設課長（橋本典幸君） お答えいたします。 

 町管理の尾後川につきましては、現時点では改修計画はございません。ただし、ただいま話

している造成工事の中で調整池が完成しております。造成地の水が一旦尾後川を通ってその調

整池の中に入り、そこから長野川のほうへ出る構造になっておりますので、洪水時にはその調

整機能が確保されると考えております。 

 それと、県管理の長野川の改修につきましては、現在用地買収を終わったところから工事を

進めています。これは県の工事で進めております。現在自動車学校の裏の護岸を施工中でござ

います。今後はＪＲ側の護岸並びに町道宇久井73号線、ちょうど踏み切りと橋のかかっている

ところなんですけども、その橋のつけかえの工事が予定されております。ＪＲの高津気踏切に

つきましては、県の担当者から現在のままというふうに聞いております。 

 以上が進捗でございます。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） わかりました。それで、先月宇久井地区で町政懇談会があった中で、い

ろんな要望も出たと思います。その中で、大雨が降ると長野川氾濫で通学路である今の高津気

からの踏切から国道までの通学路等が低くて浸水になる、この改修はどうなるの、これは教育

委員会に対して十分説明してくれというようなこともあったと思います。 

 そういったことも踏まえて、今後そういった長野川の改修等でそういう氾濫等、また児童の

通学路の危険性がなくなるように早急に対応してもらえるよう、全体を含めて町は誠意を持っ

て対応してやってほしいと思います。よろしくお願いします。 

 最後になりますけども、宇久井の中学校は避難地域として指定されておりますね。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 津波避難の避難場所として指定されております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 避難経路はどうなってるんですか。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 湊側からの避難場所、これにつきましては町が整備させてい

ただきました。それから、神社のところから上がっていく避難路があろうかと思っておりま

す。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 神社から上がっていく避難路と今説明ありましたけど、あれは避難路で

すか。あれは宇久井中学校建設当時の生徒の通学路、帰宅路ではないんですか。 
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○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 津波等のまさかの場合にはあそこは避難路として活用できる

と思っております。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） この件について、先月宇久井地区で11月19日、避難訓練を実施したとあ

ります。そのときに、震災というんですか、地震等は夜だけのもんではない、平日にも来る、

平日にあそこで津波警報というか、地震が来たらすぐに逃げなあかんねやけども、あそこには

あの細い道１本であそこにどれだけの避難民が出てくるか想定したら、宇久井小学校生徒約

160人です、宇久井保育所、園児あります、その200名を恐らく宇久井の自主防災なり地域の

方々は先に避難させると思います。そうなったときに、前回の避難訓練であそこで集中してみ

んなが上がれないという状況があります。細くて２列にもなっても上がれない、ほんでお年寄

りがさきに上がったら抜けない、ゆっくり上がらなければならない。 

 そういったことを踏まえて、今まで町でも避難路に、自主防災組織の中で避難路、各地区つ

くられておる、宇久井もつくっております、町から材料支給の中で労力を自主防災がやってつ

くっておりますけども、その避難民に対応した避難路というのは必要不可欠だと思うんです。

ですから、あの保育所、小学生の避難を安全に避難さすためにも、またあの地域の向地地区、

中芝地区の方々が素早く避難できるように、もうあそこへ町から、もっと年寄りも上がりやす

い、構造的にはどうなるかもわかりませんけども、ものがつくれないか検討、これこそ検討と

いうのですか、前向きに調査していただけないものか、お聞きします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 11月19日に宇久井区が行った津波避難訓練ですけども、こち

らのほうでその避難路に一度に大勢の方が重なってしまったということで、階段が渋滞してし

まったみたいなことはお話は聞いております。ただ、町が優先して行う避難路、避難施設、タ

ワーにつきましては、まずは津波避難困難地域の解消をしなければならない地域、まず優先さ

れる箇所から行ってまいりたいと思っております。 

 あの地域につきましては、三連動につきましては津波避難困難地域から外れておりますの

で、もちろん地域の安全を確保するためには避難路は必要ですし、あれだけの人数の方がおら

れるんですから今後はやはり考えていかなければならないところかと思います。実際に区のほ

うからも要望も聞いております。ただ、まず町が行うべき優先される避難路、避難タワーとか

避難施設とは外れてしまいますので、そちらのほうにつきましては、大変申しわけないんです

けども区、自主防のお力をまずお借りして、少しでもまずは解消できるような形で持っていき

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） ９番亀井君。 

○９番（亀井二三男君） 大変、御無理な要望かと思いますが、まず人命を助けるためにもやっぱ

り安全な避難路が必要だと思います。先ほど、何番議員かのところの町長、町が用地なり何な
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りを確保してもらえるような努力をしてもろたら云々というような答弁もあったと思います。

その点についても、十分区も自主防災も一緒になってあの用地を確保するに動くと思いますん

で、ぜひとも住民の安全、その３種がどうこうと言っておる間にこの津波というのはどんだけ

のものが来るんかというのは頭の中で想像以上のものが出てくると思いますんで、そこら辺を

踏まえた中で、避難タワーとかそういった大きなものを望んでおるわけではございません。そ

こら辺も踏まえて、宇久井中学校へ避難できる、もう一つもっと広い避難路の設置を那智勝浦

町の支援をいただきたい、このように要望をして、時間をとらせましたけども私の質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（中岩和子君） 亀井議員の一般質問を終結します。 

 ５分休憩します。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              16時59分 休憩 

              17時05分 再開 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

○議長（中岩和子君） 再開します。 

 次に、12番東議員の一般質問を許可します。 

○１２番（東 信介君） それでは、時間延長をしていただき貴重な時間を使って一般質問をさせ

ていただきます。 

 まず最初に、防災についてなんですが、避難所の指定について、他町村では避難所の種類の

項目別に分けて避難所を指定されてます。指定避難所で、津波からの緊急避難所とか要援護者

用の避難所とか、あと自治体の避難所とかということがあるんですけども、単刀直入にもう言

います。多分この自治会での避難所の指定になってる清水の生花店の裏にある避難所なんです

が、どの防災マップでもここが避難所という指定がないんで、地元の人はあそこに避難所があ

るというのわかるんですけど、これは町の指定の避難所にならんのか、その辺お聞きします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） 御指摘いただきました教会のところの避難場所といいます

か、丘なんですけども、現在県のほうで急傾斜といいますか、県の事業で階段を今設置してい

るところでございます。工事終了後には緊急の避難場所として指定に向けて検討したいと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは次に、避難訓練のあり方なんですけど、那智勝浦町としてこの先どういうふうな方

向性で避難訓練をされて、どのような人命を守る施策としてやっていきたいのかなということ

をお聞きしたいんですけど。その辺からまず一つお願いします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 
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○参事（総務課長）（城本和男君） 津波避難困難地域とか被害想定とかが出されてございます。

三連動、それから南海トラフということで非常に厳しい状況があります。それで、その解消の

ためにもハード整備、10年間で何をすべきかということも示されつつ来ております。それだけ

では十分ではありませんので、やはりソフトとして避難訓練というのが大変重要となってまい

ります。 

 11月５日の日にも統一して避難訓練をしたわけなんですけども、先ほどの宇久井の例にもあ

りましたように、実際避難をしてみればそこに皆さん多くの方が集中するよというふうな話も

ございます。実際の訓練を行いまして、動機づけといいますか、被災したとしても早い時間内

に逃げるということを目指していきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） ちょっと資料を持ってきたんですけど、こういう資料がありまして、前

回ＮＨＫかどこのテレビ局か忘れたんですけど、本当に個別で避難訓練されてるんです、一斉

じゃなしに。これを持って、今議長にも携帯電話について出してもええって言うてお伺い立て

たんですけど、簡単にこういう避難トライアルというて、設定したら今の地点から避難所まで

津波の来る時間とか全てクリアされてあると。だから、避難しやる間に津波来てあなたの避難

はだめですとか、避難所まで着いたらあなたの避難はオーケーですとかということがもう全て

この携帯電話でできるんです。 

 それで、どこの市町村か忘れましたけど、これがお年寄りやったらこういうの使うの無理や

ということで、学生さんと一緒にペアになって避難困難地域とかそれに近い方々が避難訓練を

されてたと一度テレビか何かの取材で見たんです。避難困難地域というのは、その後の質問も

あるんですけどこれと関連して、多分県が出された避難困難地域というのは、地図上でこうい

う曲がり角があったら何メートル、分速30メーターの話で計算されたんやと思うんですけど、

現実とはかなり離れてあるもんやと思うんですけど。実際こういうもんがあって、この出たデ

ータというのは京都大学の矢守教授、このデータがその大学のコンピューターの中に入ってい

くんです。後で例えばそういう大学とか連携された場合、こういうものを使った場合、どこが

那智勝浦町の避難困難地域になるかとか実際地図上で出したもんよりかリアルにわかってく

る。だから、絶対この辺には避難タワーが要るとかということの情報が町内でやっていただい

たらすぐリアルに出てくるんで、この辺は絶対必要ですよということが出てくると思うんです

けど、その辺についてこういうようなものを使って避難訓練とか避難困難地域の解消について

というのを検討されているのか、その辺をお聞きします。 

○議長（中岩和子君） 総務課長城本君。 

○参事（総務課長）（城本和男君） このソフト、逃げトレとかというふうなお話で、京都大学の

防災研究所が開発したものということで議員さんにも教えていただきました。私どものほうで

もどういう内容のものなのか確認させていただいたんですけども、今現在は堺市と高知県の四

万十町だけの資料ということでございますけども、これを活用しますと、今議員さんおっしゃ
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られたように実際に自分が今から避難をする、津波が起こってどれぐらいの時間に津波が来る

というのが情報としてわかっておりまして、それを逃げながら確認しながら逃げていくと。そ

ういう結果、収録データもその方にもわかります。また、ビッグデータとして集約もできるも

のと考えております。 

 この種のアプリ、ソフトなんですけども、この利用につきましてはぜひ活用してみたいな

と。課題の抽出をするために、個人で、全体で避難するときもそうなんですけど、皆さんがそ

れぞれこういうソフトも活用していただいて、どういう問題があるのかというのをしっかりと

把握していただきたいなと思っております。 

 これにつきましては、町といたしましては県から出されました津波避難困難地域の解消、ハ

ード面、そしてまたソフト面をやっていきます。その次にあるものは、津波避難困難地域解消

のための協議会、地域部会を行います。そのときに非常に有効なものじゃないか、そのときに

生かされるものじゃないかと思っております。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 将来的には、東南海トラフ巨大地震にも対応できるような形でやって、

もっと詳細な形でやっていくそうなんで、ぜひよろしくお願いいたします。 

 次に、防災について、災害時の医療連携についてお伺いします。 

 いろいろお聞きしていたんですけど、例えば那智勝浦町内にある現時点で医療機関が三連動

の震災に遭ったときに使える病院てあるんですか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 町内の診療機関につきましては、その災害の規模によると思うんですけれども、現状当院、

町立温泉病院でいいますと、耐震化は古い建物でできておりませんのでそこら辺は確約という

のはできない状況にございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 多分、簡単に言えば浸水域の中に全部入ってあると思うんですけど、そ

うですね。色川診療所以外かな、それ以外は多分町内の医療機関て全部全滅する可能性がある

んやと思うんですけど、その辺について他町村との医療連携、近隣の、その辺はどのようにさ

れてるのか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 現在、県を中心にして災害時の医療の態勢を整えてございます。 

 県内は７つの保健医療圏に分かれておるんですけども、その中で災害拠点病院というのが

10病院、それと災害支援病院が13病院指定されております。当院も一応新宮保健医療圏の災害

支援病院として指定を受けております。 
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 その中で、大規模災害が起きた場合はその拠点病院を中心に医療の連携をとることとなって

ございまして、各保健医療圏には合計20名の災害医療コーディネーターというのを委嘱してお

る専門医師20人をそれぞれ医療圏に配置しております。大規模災害が起こったときは、その災

害医療コーディネーターの医師が中心となって医療情報を集約し、それぞれ医療の連携を図る

ということになってございます。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） ですね。きのくに医療連携システム青洲リンクてリンクがあって、電子

カルテが和医大ですか、一括化されてある。例えば、那智勝浦町の町立病院で患者さんが災害

に遭われて行く病院がなくなった場合、多分医療センターはその電子カルテを持ってあると思

うんです。そのほかの民間病院さんはそういうことを利用できひんと思うんですけど、多分医

療センターだけで賄えるものではないと思います。 

 先日、僕も透析の件で説明会に顔を出させていただいたんですけど、今何人かの議員さんが

透析について問われてたんですけど、聞いてると、その新病院の中では新たに透析部門という

のは難しいと思うんですけど、那智勝浦町の医療関係にかかっている患者さんで一番優先順位

が高いというのは透析患者さんかなと思うんですけど、例えば新病院の中からの意見の中にも

民間の透析施設を勝浦に誘致できんのかという話なんですけど、そういう意見が出たという先

ほどお聞きしたんですけど、この辺はいかがなもんなんですか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 まず、透析患者さんの災害時のときの対応について、御説明をさせていただきます。 

 先ほど言いました県の医療情報の集約につきましては、県というか全国的に広域災害救急医

療情報システムというのが稼働しております。エマージェンシーメディカルインフォメーショ

ンシステム、いわゆるＥＭＩＳというんですけども、これが稼働しておりまして、災害時、各

診療医療機関において、自分のところの病院がどういう被災を受けているか、あるいはその診

療状態がどんな状態かということを入力したものが情報として集約されます。それをもとに、

現在透析患者さん、これはうちに限らず各透析患者さんのほうで個人のメールアドレスを登録

していただいておりまして、その情報をもとにまず患者さんに安否確認をし、そしてその透析

ができる地元近くの病院で、通われている病院で透析ができない情報がもしあればそれを配信

し、透析ができる情報も配信するようなことになっております。もし、圏域内でそういう透析

医療機関で透析を受けることが無理な場合は、当然県や町が中心となって広域搬送も行って対

応していくことになるかと思います。 

 あと、町内の透析医療機関の云々なんですけども、現時点では委員会でもお答えしたように

病院の施設自体を新たに建てたり、あるいは透析のための機器を入れて施設全体を新たにつく

るということは非常に高額なことになりますので、町としてはなかなか難しいんではないかと

考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） その透析の廃止の説明会の中でちょっとお聞きしたんですけど、水害の

ときに町立じゃないところへ自衛隊で運んでいただきましたという声も聞いた。三連動の津波

のときになったら県がやってくれる、町がやってくれるということでできるんかな。町内の病

院というのは透析できん病院も合わせても浸水域の中であって、最低限何らかの形で町内で浸

水域じゃないところに透析できる施設を担保するのは町の役目ではないんかなと思うんですけ

ど、その辺はいかがですか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 現在計画している新病院はぎりぎり浸水域ではない地域なんですけども、現在御説明させて

いただいているとおり医師の確保等が非常に困難な状況の中で、また建設費の部分でも新病院

については透析部門については廃止の方向で御理解をいただきたいと考えております。透析患

者さんの災害時の対応につきましては、先ほど申しましたように近隣あるいは広域搬送も含め

て考えて対応させていただくことになろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） もう新病院については契約してますからね、鴻池さんと。新たにその中

へ透析部門を入れるというのは難しいって先ほどから何回も聞いてるんですけど、医師の確保

ができんというても民間ではやられてますよね。新宮でも何件かの民間の透析医の病院がある

と思うんですけど、例えばそういう分院とかという検討もできんもんかなと思って。これは、

那智勝浦町としてはやっていかんかったらあかんことちゃうんかなと思うんです。お金がかか

る、かからんとかということやなしに、最低限町民の安全を確保するということは必要やと思

うんですけど。検討せいというても今新病院の中でだめですと言いやるから検討はしてもらえ

んと思うんですけど、頭の中に入れておいていただきたいんですけど、その辺いかがですか。 

○議長（中岩和子君） 病院事務長喜田君。 

○病院事務長（喜田 直君） お答えいたします。 

 議員からの貴重な御意見として承りさせていただきます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） またこれからも、この件についてもうちょっといろいろ質問していきた

いと思うんですけど、きょうはもうこの辺で。 

 次に、鳥獣害について。これ、以前私一般質問の中で取り上げたことなんですが、バースコ

ントロールというて避妊調整とか産児調整とかというて子供ができるのを抑えるということ

で、ニホンザルの対策について何かできんのかという一般質問をしたことがあるんですけど。

26年に徳島県で、総額の予算しかわからないんですけどこういう生殖制限をされて実証されて

いるということをお聞きして調べさせていただいたら、現実的にやられてるということで。鉄
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砲でハンターが撃つのと一緒にやられてるということなんですけど、その辺についてどういう

お考えかお聞きしたいんですけど。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 議員おっしゃっております徳島県の猿対策でございますが、おっしゃられるとおり捕獲、追

い払い以外にバースコントロールで試験的に行っていると聞いてございます。26年度の実績に

つきましては３頭、それから27年度現在、２頭の見込みということで、検証はまだまだできて

いないということでございます。 

 本町におきましても猿の被害というのは相当ひどいものでございます。こういった手法も、

効果のほうを調査させていただきまして今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） これは生息状況を把握してからやっていくことなんで、ことしやったさ

かいどんだけという実証が出たということじゃないと思うんですけど、ハンターによる頭数を

減らすのとイコールこういうこともやっていかざるを得んのじゃないんかなと思うんですけ

ど。これはすぐ実証数が、今５頭ですか、これが結果がどうなったということは物すごいわか

りにくい、10年、20年という続けていくことやと思うんですけど、もしその辺で結果が出たか

というても、今のうちの鳥獣害対策についてこの予算を出せというのは難しいかもわからんで

すけど、こういうことを将来的に検討していただきたいと思うんですけど、その辺はいかがで

すか。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 先ほどの徳島の件でちょっと漏れておったんですが、避妊した猿につきましては発信器をつ

けて離しているそうで、その群れの管理も行っているということでございます。そうしました

ら、10年、20年見なくても結果のほう、効果のほうはわかってくるのかなとは考えてございま

す。 

 当町におきましても、発信器をつけて猿等の管理をしていく動きもございますので、それと

あわせまして今後検討していきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） よろしくお願いいたします。 

 次に、少子化対策の観点から学校給食について。 

 先日、県政報告会の中で、主要施策の中に防災の次に少子化対策、人口減とかということが

上がってたと思うんですけど。県はもう第３子から保育料無料という政策をとられてるんです

けど、うちとしてはどういうふうな形をやっていかれるんか、私として、他町村でも第３子か

ら小学校の給食費を無料とか２分の１の減免とかそういうことをやられているところが多いん
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です。平均所得の低い和歌山県の中でも多分那智勝浦町は平均所得また低いと思うんですけ

ど、その中で子育て世代の経済的負担を軽減できんもんかと思ってこういう提言をさせていた

だいたんですけど、その辺はいかがですか。 

○議長（中岩和子君） 教育次長下君。 

○教育次長（下 康之君） お答えいたします。 

 少子化対策の観点からの学校給食についてということで、ただいま第３子の無料化というお

話も頂戴いたしました。 

 那智勝浦町では、現在小学校でのみ給食を行っておりますが、給食費につきましては、材料

費ということで受益者負担ということもありまして、現在、学校によりますけど１食当たり

250円から280円の材料費を保護者の皆様に御負担していただいておるような状況でありまし

て、現在第３子等の無料化といったことはできておりません。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 先ほどの一般質問の中にも、2060年に6,000人でしたっけ、人口推計

は。多分30人出てくのちょっとやめてよって、で、30人入ってきてよって簡単に言うんですけ

ど、すごい難しいと思うんです。ただ、第２子がおって、第３子というのが今おられる方々に

お願いするみたいなもんなんやと思うんです。これは、人口減少もそうやし少子化もそうや

し、高齢化が進む中、少子化対策としてはこれはうちとしてもこういうことも検討していかな

あかんと思うんですけど、この辺いかがですか、町長。 

○議長（中岩和子君） 町長寺本君。 

○町長（寺本眞一君） お答えします。 

 議員おっしゃるように、３人目の施策ということで、いろいろ給食の問題で給食費の問題、

所得の関係からすると３人あれば１万5,000円ぐらいの給食費の負担というのは大きな負担に

なろうかというところで議員の質問なんですけれども、我々としても、その辺について教育委

員会のほうに、私としてもどういうような対策がとれるかということを指示をしてますので、

その辺については教育委員会の次長のほうから答弁させたいと思います。 

○議長（中岩和子君） 教育次長下君。 

○教育次長（下 康之君） お答えいたします。 

 今回、議員のほうから第３子以降の無料化というお話を頂戴しまして、実際に那智勝浦町に

おきましてそういう世帯がどれぐらいあるのかといったことをまず調査してみました。 

 小学校に３人以上在学しているという家庭につきましては町内で16世帯ございました。そし

て、小・中学校、義務教育の範囲で３人以上在学している家庭というのが45世帯ございまし

て、この場合４人兄弟で３人目、４人目ということを考えますと、対象が53人になってまいり

ます。このような、昨今の少子化の影響があるかとは思いますが、思ったより対象人数は少な

いのかなというふうに考えます。 

 ですから、給食費につきましては、大体年間５万円ほど御負担いただいておりますので、も
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し小・中学校の在学生を対象に考えますと53人が対象になりまして、現在試算、単純計算です

が予算的には265万円が町負担となってまいるというような形になっております。そして、こ

れにつきましては県のほうの補助等もございませんので全額町負担となってくるんですけど

も、今考えておりますのは、これが子育て支援ということになりますし、あるいは少子化対

策、そして大きく言えば定住化促進の施策ともなるかと思います。他町においてはこれを定住

化促進ということで大きく打ち出しているところもございますので、そういったことでありま

すが、当然それに対して予算が伴いますので、これにつきましては関係の部署と一度協議して

今後のことを考えてみたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 五十何名で何百万円ということでわかるんですけど、小学校の中に３人

と、中学校までやったら何人ということなんですけど、中学校までは義務教育なんで、ぜひ中

学校までの中で全額免除じゃなくても半額とかそういう検討も入れていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 次に、宿泊者増への対策について。 

 回りくどい質問の内容なんですけど、以前から多分大学やクラブの合宿などの誘致に力を入

れてあると思うんですけど、ちょっとお聞きしたところで、レスリングの強化合宿を那智勝浦

町でしていただくということをお聞きしたんですけど、その辺のことをお聞きしたいと思うん

ですけど。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 レスリングの合宿でございますが、実績としまして26年度で、大会も含めてでございますが

600人ほどが来ていただいております。そして、27年度におきましては、１月の予定も含めま

して約900人が来ていただけるというような見込みでございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 新たに、国体のときの県のレスリング協会の方とお話しする機会があり

まして、ええなあ、勝浦すごいなあということで、これからの強化合宿を勝浦でしようかとい

う話があるんですけど、その辺の先は何も連絡は入ってないですか。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 議員おっしゃっているところかどうかはわからないですが、12月25日からＪＯＣ杯の近畿ブ

ロック予選大会及びその後の合同合宿は実施されると聞いてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） それで、大体で結構なんですけど何名ぐらい来られるかというのわかっ
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てますか。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） 申しわけございません。こちらについては初めてのやつなので見

込みのほうは出ておりません。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） ちょっとお聞きしたところでは二百何十名とかという、一番年末のお客

さんの少ないときに来ていただくということなんですけど、那智勝浦町としても、議長も東京

へ行かれたときにレスリングマットについての要望もされたというお話を聞いたんですけど、

これからレスリングマットを新たに買うという検討はされてあるんか、その辺、済みませんが

お願いします。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 レスリングのほうは、大きな大会等で、この間の国体もそうなんですが、マットのほうが４

面要るとお聞きしてございます。そして、現在国体のほうで買いましたマットが２面ございま

して、あと２面必要となってこようかと思うんですが、こちらにつきましては国のほうへ陳情

いたしまして、現在補助申請の準備を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） お幾らぐらいかかるもんなんですか。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） 総額約580万円ぐらいの、補助率80％でございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 国体のとき、皆さんも感じられたと思うんです。僕もすごい感じまし

た。レスリングで、多分夕食食べた後、町なかでレスリングの方々が飲食されたり、いろいろ

それをつぶさに見てきたと思うんですけど、多分何日間でレスリング関係者の人は580万円以

上使ってあるんちゃうかなと思うんですけど、この補助要請を準備しているということなんで

すけど、これでしっかり補助をいただいたら結構なんですけど、例えばこれに漏れたとして

も、ぜひ前向きにレスリングのマットを購入して、これからレスリングについての合宿です

か、そういうことをどんどん誘致していっていただきたいと思うんですけど、その辺はいかが

ですか。 

○議長（中岩和子君） 観光産業課長在仲君。 

○観光産業課長（在仲靖二君） お答えします。 

 先ほども申し上げたとおり、レスリングの合宿等の人数のほうは年々増加してございます。

そして、観光協会のほうにも力を入れていただきまして、どんどん誘致の活動のほうを行って

いっております。恐らく、補助申請の段階なのでわからないですが、補助が通らない場合でも
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この予算については検討はしていきたいと考えてございます。 

 以上です。 

○議長（中岩和子君） 12番東君。 

○１２番（東 信介君） 那智勝浦町にも優秀な人材がおられるんで、和歌山県代表やなかったで

すけど那智勝浦町だけで４人の国体選手がおられるということなんで、ぜひ前向きによろしく

お願いいたします。 

 これで私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（中岩和子君） 12番東議員の一般質問を終結します。 

 以上をもって本定例会に通告されました一般質問は全部終了しましたので、これをもって一

般質問を終結します。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 あすは一般質問の予定となっておりましたが、本日で全て終了しましたので、あすは休会と

したいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中岩和子君） 異議なしと認め、あすは休会とすることに決定しました。 

 本日はこれで散会します。 

            ～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

              17時39分 散会 

 


